
第Ⅰ章 発掘調査概要

第 １節 調査に至る経緯

国道１０１号浪岡五所川原道路 は、南津軽郡浪岡町か ら五所川原市までの全長１５．７㎞を結ぶ自動車専用

道路で、津軽 自動車道の一部を形成するものである。平成 ３年度に青森県の事業 として着手され、平

成 ５年度からは建設省の事業 となっている。

青森県教育庁文化課では、平成 ３年度に津軽自動車道建設事業 と文化財保護の調整を図るため分布

調査を実施 した （『青森県遺跡詳細分布調査報告書Ⅳ』青森県埋蔵文化財報告書第１４６集）。さらに、平

成 ５年 ６月、津軽 自動車道建設予定地内の一部に新たに遺跡があることがわかり、県文化課では建設

省 と協議の結果、遺跡の範囲 ・遺構の有無、密度などを探るため、平成 ５年 ７月１２日～１６日に試掘調

査を実施した。その結果、土師器 ・須恵器片が出土 し、竪穴住居跡も確認 され、実吉遺跡 として確認

された。（『青森県遺跡詳細分布調査報告書Ⅵ』青森県埋蔵文化財報告書第１６５集）。

平成 ７年度に実吉遺跡の発掘調査 を青森県埋蔵文化財調査センターが実施することになり、平成 ７

年 ４月２４日か ら調査を開始 した。

（木村 鐵次郎）

第 ２節 調査要項

１ 調査目的

国道１０１号浪岡五所川原道路建設事業の実施に先立ち、当該地区に所在する実吉遺跡の発掘調査

を行い、その記録保存 を図 り、地域社会の文化財の活用に資する。

２ 発掘調査期間 平成 ７年 ４月２４日から同年 ７月１４日まで

３ 遺跡名及び所在地 実吉遺跡 （青森県遺跡番号 ０５０９０）

五所川原市大字羽野木沢字実吉６３６、外

４ 調査対象面積 ７，０００平方メー トル

５ 調査委託者 建設省東北地方建設局青森工事事務所

６ 調査受託者 青森県教育委員会

７ 調査担当機関 青森県埋蔵文化財調査センター
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８ 調査協力機関 五所川原市教育委員会、西北教育事務所

９ 調査参加者

調査指導員 村越 潔 青森大学教授 （考古学）

調査協力員 釜萢 裕 五所川原市教育委員会教育長

調 査 員 佐藤 仁 浪岡町史編纂室長 （歴史学）

市川 金丸 青森県考古学会会長 （考古学）

赤平 智尚 青森県立柏木農業高等学校教諭 （考古学）

１０ 調査担当者 青森県埋蔵文化財調査センター

調査第一課 副参事 ・課長 北林 八洲晴 （平成 ８年 ３月３１日退職）

主 事 相澤 治

主 事 赤羽 真由美

調査補助員 中村 行酉、成田 昭美、金枝 鉄明、舘山 裕子

第 ３節 調査の方法

１ 調査 区の設定

調査 区域内 に存在す る道路建設 用中心杭 （建設省設置）№ ２９９及び№ ３００の ２本 を結び、東西 ライ

ンの基本 とした。 この ライ ンを基準 に２０メー トル四方に大 グ リッ ドを設定 し、 さらに ４メー トル四

方を １グ リッドとす る小グ リッ ドを設定 した。 グ リッ ド番号 は、北東か ら南西方向 にアル ファベ ッ

トＡ、 Ｂ、 Ｃ… を用い、北 西か ら南東 方向 に算用数字 １、 ２、 ３…を用 いて付 した。グ リッ ドの呼

称 は、北隅 の交点 を使 用す ること とした。なお、グ リッ ドの南北 ラインはＮ－３９°－ Ｅである。

測量原点 （Ｂ．Ｍ．）は、調査 区域 の北側付近 に存在 した県基準 点№ １０（１４．８３０ｍ）よ り引 き込 み、

調査 区域内 に数 ヶ所設置 した。

２ 発掘調査

（１） グ リッド単位 で発掘区 を拡張す る方法 をとった。

（２） 試掘的 に先行 して部分的な粗掘 りを層位 ・段 階的に進 め、遺構 ・遺物 の確認 をしてか ら下層 の

掘 り下 げについて判 断 した。

（３） 土層観察 は、必要 に応 じて南北 ライ ン方向及 び東西 ライ ン方向 にそれ ぞれ土層観察用 のベル ト

を設定 して行 なった。

３ 実測図の作成

（１） 遺構 について は、 ４分法 ・２分法 によって土層観察用 のベル トを設定 し、精 査 した。

（２） 遺構 の実測図 （平面図 ・断面図） は、縮尺 １／２０を原則 として作成 した。

（３） 遺構内出土遺 物 について は、遺構 の実測 図 と同縮尺 を原則 とし、出土地点 を記録 した。

（４） 遺構外 出土遺物 は、グ リッ ド単位 に土 層毎 の取 り上 げを行 った。 また、必要に応 じてポイン ト

及 びレベル を記録 した。
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（５） 調査 区の基本土層 について は、必 要 に応 じて １／２０の実測 図を作成 した。

４ 写真撮影

（１） 遺構 につ いて は、確認状況 ・土層 断面 ・遺物 出土状況 ・完掘状況等 を中心 に撮影 した。

（２） その他必要 に応 じて、基本土層 ・遺物 の状況 ・調査状況 について も記録 した。

（３） 使用カメ ラは３５ミリ小型 カメラを用 い、 フ ィル ムはモ ノクローム ・カ ラー リバ ーサル の ２種類

を使 用 した。

第 ４節 調査の経過

平成 ７年 ４月１８日に五所川原市中央公民館において発掘作業員の雇用説明会を実施 し、２０日には発

掘調査現場に仮設建物 （プレハブ）を３棟設置 した。

４月２４日には発掘器材の搬入や調査区域内の環境整備を行い、発掘調査に着手 した。翌 日か らは粗

掘作業を開始、 トレンチも複数設け、遺構 ・遺物の確認に努めた。遺跡 自体が周囲を水田に囲まれ、

その水位 よりも低い標高にあるために、調査区域内の掘下げた部分に水が溜 り、毎朝の排水作業が日

課 となった。 トレンチの掘下げか ら間 もな く、表土から１ｍほど下の湿地性堆積物の層より、平安時

代の土師器、須恵器の破片 と共伴 して木製の下駄の出土を見たことから、木製品の出土に特に注意を

払った。 また、調査区域の北東側半分は、原因者の道路整備作業 と平成 ５年に行われた県文化課の試

掘調査によりあらか じめ表土を剥いだ状態にあり、多数の落ち込み ・溝跡がすぐ確認できる状況にあっ

たことか ら、 ５月 ８日からは本格的に遺構精査に取 り組み始めた。調査区域の南西側半分では、まだ

表土が残 っている上に試掘調査時の排土の盛 り土が載っていたため、重機 を使用しなが ら粗掘作業を

引き続 き行った。

５月中旬 まで土層観察用ベル トの観察を続けてきた結果、調査区域北西側の大部分が元々湿地帯あ

るいは河道であり、それより南東側の平安時代の遺物 を伴 う遺構が分布する部分は自然堤防上であっ

たことが判明 した。それを受けて、以後調査区域北西側に関 しては、数ヶ所の土層の記録 と廃棄 また

は流れ込みによる遺構外出土遺物の取 り上げにのみ専念する姿勢で調査に臨んだ。

５月２３日には発掘調査合同打合せ会議を浪岡町中央公民館において開催 し、調査方法等について協

議を行い、共通理解 を図った。

６月に入ってから、徐々に遺構精査の遅れが目について きたため、特に大 きな溝跡 等に人数を割い

て、その精査を重点的に行った。 ６月 １日には、第１１号溝跡覆土から擦文土器の甕の口縁部破片が出

土しており、本遺跡 と北海道の文化 との関連 をうかがわせた。調査区域北西側の湿地帯部分からは、

表土からそれほど下げないうちに平安時代の土師器や須恵器の破片が見 られていたが、 この頃より縄

文時代晩期のものと思われる土器片がそれらに混 じって少数出土するようになった。

７月上旬、土層観察用ベル トを設 ける際に開けられた トレンチの様子からこれまで無遺物層 と考え

ていた調査区域北西側湿地帯黒泥層 （地表から約１．５ｍ下）より、段ボール箱約 １／ ２分の縄文時代晩

期の深鉢形土器の破片及び石皿が出土 した。進捗状況 と照らし合わせて対策を協議 した結果、急遽 ４

ｍ幅の トレンチを東西ライン向 きに複数設け、重機及び作業員 を併用 して黒泥層 まで掘 り下げること

で遺構の有無 と遺物量の濃淡を確認することにな り、それを実行に移 した。その結果、黒泥層以下に
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遺構はなく、遺物も廃棄または流れ込みによる少数の縄文時代晩期の土器が存在するのみと判断し、

残る遺構の精査に全力を傾けた。7月12日にはラジコンヘリコプターによる空中写真撮影を行った。

  7月14日の最終日までに精査を完了し、危険個所の埋め戻しを行い、調査器材を搬出して調査の全

日程を無事終了した。

  調査終了時の遺構数は、縄文時代の土坑 1 基 、溝状ピット1基、平安時代の竪穴住居跡3軒、土坑

21基、溝跡21条、井戸跡1基、江戸時代以降の溝跡 1 条、時期不明の小ピット108基である。遺物は段

ボール箱にして約22箱分である。

  なお、10月21日には五所川原市内で発掘調査中の遺跡の合同現地説明会を近在の隠川(3)遺跡におい

て開催し、その一環として本遺跡の調査結果の報告及び出土遺物の展示を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （相澤　　治）

実吉遺跡



第 Ⅱ章 遺跡周辺の地形 と地質

第 １節 地理的位置 と周辺の地形

実吉遺跡 は、標高 が１３．５ｍ前後 の、全体的 に西へ極 めて緩 く傾 く沖積低地上 にあ り、勾配 は５‰内

外で ある。 １２００ｍほ ど西 には十川が北西へ流れてい る。遺跡 の周辺一帯 には水田が拡 がってお り、本

遺跡 も近年 まで水 田 として利用 されて いた。

本遺跡 か らは、北東 に標高４６８ｍの梵珠山、北北東 に標高５４９ｍ の馬 ノ神山 を見 ることがで きる。津

軽 山地 の分水嶺 はその先 を西寄 りに北上 してい く。北 ５㎞に見 える標高１０８ｍの長者森 山の向 うには、

標 高６７７ｍの大倉岳、 さ らにその北西 には標 高６２８ｍの袴腰岳 が見 える。 これ らの西側 に は広大 な津軽

平野が拡 がるが、西付近 よ り岩木山の山体 が始 ま り、西南 に至 って標高１６２５ｍの山頂 を見 る ことにな

る。西南か ら南南東 にか けて は、白神 山地等県境 の山々や、その手前 に位置す る、弘前市久渡寺山 （標

高６６３ｍ）、大鰐町阿闍 羅山 （標高７０９ｍ）を見 ることがで きる。南東 よ り東 にか けて は、台地 に根 を張

る杉 や松等 の針葉樹及 び民家等のため、本来見 える筈 の八 甲田山の峰々等 を目にす ることはで きない。

海津 （１９７６） は、津軽平野の大方 を構成 す る後背湿地 を、森 田－ 五所川原間 をほぼ境 として、南北

に ２分 してお り、北 には下位 沖積 面、南 に は上位沖積面が拡が る としてい る。本遺跡 は上位沖積面に

載 る。後背湿地 は極 めて平坦で、主 として腐植物 に富 むシル トよ りなる。上位沖積面 は、五所川原付

近 に汀線 のあった縄文海進最高頂期 （約６０００年前 の縄文前期） に対 応 して形成 された面 という。

水野 ・堀 田 （１９８３） は、本遺跡 に係 る ５万分 の １図幅 「青森西部」地域 において、津軽平野 と大釈

迦丘陵 の間 に分布す る、海成段丘 を中心 とした砂礫台地 を前 田野 目台地 と呼び、標高 ・傾斜 ・開析状

態 ・構成物等 をも とに、ＧｔI面 ・ＧｔⅡ面 ・ＧｔⅢ面 の ３段 に細分 してい る。図 ３はその地形分類 図であ

る。ＧｔI面 （上位面） は標 高５０～ ７０ｍで、大釈迦丘陵 の縁辺 に分布 し、表面 は侵食 によ り波状 を呈 す

る。ＧｔⅡ面 （中位面） は標 高３０～４０ｍ、地形面 は平坦 で、寺屋敷平 ・羽野木沢周辺 で広 く、開析谷 に

は多 くの溜池が見 られ る。ＧｔⅢ面 （下位面）は標 高２０～３０ｍで、ＧｔⅡ面 の前面 に断片的 に分布 す る。

ＧｔⅡ面 ・ＧｔⅢ面の前面 に拡 が る沖積低地 は、概ね扇状地 と谷底 平野 に大別 され、 この うち本遺跡 は、

前者 の方 に位 置す る。

吾妻 （１９９５） は、津軽半 島に分布 する地形面 を、 その分布形 態 と高度 に より、I面 ～ Ⅴ面の ５段 の

段丘 と沖積面 に区分 してい る。 この うち、海成段丘 は、高位 よ りIｍ 面 ・Ⅲｍ面 ・Ⅴｍ面の ３段 、河成

段丘 は、同 じ くⅡｆ面 ・Ⅲｆ面 ・Ⅳｆ面 の ３段で ある。本遺 跡 は沖積面 に載 るが、本遺跡東方 に見 られ る

先 のＧｔⅡ面 ・ＧｔⅢ面 はIｍ 面 に相 当 し、本遺跡北北西約 １㎞に位置す るＧｔⅢ面上 の俵元 は、Ⅳｆ面 に載

る としてい る。図 ４は、本遺跡 に係 る浪岡町吉野田周辺の地形 の詳細分類 図で ある。Ⅲｍ面 ・Ⅴｍ面 は、

それ ぞれ小貫 ほか （１９６３） の山田野段丘 ・出来島段 丘 に相 当す る。 中川 （１９７２） は、県下の段丘 を、

最高位、高位 、中位 、低位 の ４群 に大別 し、山田野段丘 を中位段丘 としている。山田野段丘 は、岩木

川 と日本海岸 に挟 まれた地域 および岩木川東岸 に主 に分布 し、面 はほぼ水平 、高 さは１５～ ２０ｍである。

中位段丘 は、下北で は田名部段丘 、県南東部 で は高館段丘 で、県下 の海岸地域 に最 も普遍 的に分布 し、

古 くは海岸平野 であった とみ られ てい る。
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吾妻(1995)は、Iｍ面について、砂･

シルトを構成層とし、Ⅲｍ面との間にほ

かの海成面がないことから、最終間氷

期よりも1つ前の間氷期（約20～22万

年前）に形成されたと考えるが、より

古い可能性もあるとしている。また、

Ⅳｆ面については洞爺火山灰(Ｔoya)を

載せず、段丘面の延長が沖積面下に没

することから、最終氷期最寒冷期（約

2万年前）に形成されたとみている。

Ⅳｆ面は、飯詰から原子にかけては扇状

地状で、扇端は沖積面に切られるとい

う。なお、最終氷期、最終間氷期及び

その 1つ前の間氷期は、欧州では、そ

れぞれ、ウルム氷期、リス・ウルム間

氷期及びミンデル・リス間氷期と呼ば

れている。

図4には、活断層である津軽山地西

縁断層・大平断層および浪岡撓曲が示

されている。何れも、太田・中田・宮

内（1991）によって、空中写真をもとに、その存在が確実とされる。津軽山地西縁断層は、中里町役

場付近から浪岡町銀へかけて断続的に延び、総延長は約30㎞である。大平断層は、原子から浪岡町松

枝にかけて断続的に延びる。津軽山地西縁断層は、北部・中部・南部に区分され、本遺跡付近に係る

ものは南部である。地表における断層形態は、南部は「撓み」、大平断層は「逆向き低断層崖」として

いる。

  南東650ｍほどに位置する隈無(2)遺跡、そして、そのすぐ南東の隈無(4)遺跡の発掘調査では、撓曲は

検出されていない。本遺跡では、後述するように、Ⅵ層の拡がりをみた場合、北西部(Ｊ～Ｌ21グリッ

ド) では標高11.4ｍ前後に、南東部（Ｋ39グリッド）では同12.9ｍ前後に、それぞれ上面を確認でき

る。すなわち、本来ほぼ水平に堆積する筈の粘土層に1.5ｍほどの撓みが認められる。この撓みの走向

がＮＥ-ＳＷであることから、津軽山地西縁断層南部の撓曲を暗示している可能性がある。なお、撓曲

  そのものの中心は本遺跡東方約300ｍの、沖積低地とＧtⅢ面の境界付近に、ＮＮＥ-ＳＳＷに延びてい

  るものとみられる。

                                                   （伊藤昭雄）



第 ２節 周辺の地質及び遺跡の土層

本遺跡付近 を含む津軽 山地南部 の地質構造 は、馬 ノ神 山 ドームに大 きく影響 されてい る。従 って、

堆積岩で は馬 ノ神 山付近 に見 られる新第三系 中新統の長根 層が最 も古 く、 ここか ら周囲へ離れ るにつ

れ、順次新 しい新 生界 が出現 す る。 すなわ ち、中新統の馬 の神 山層 ・源八森層 ・不動の滝 層 ・大滝沢

層、鮮新統 の大釈迦層 ・鶴 ヶ坂層、 そ して更新統 の前田野 目層であ る。 なお、馬 ノ神山 ドームの東半

３分 の １ほ どは、津軽 山地分水嶺 のす ぐ東側 にあって、 それ とほぼ並行 して延 びる津軽断層 によって

切 られ てお り、 ここで は中新統 は最上部 の大滝沢層 に限 られ、 ほ とん どは鮮新世以降 の新 しい地層が

堆積 している。岩佐 （１９６２） によれば、津軽断層 は、三厩湾 よ り大釈迦 に抜 ける延長約５０㎞の衝状性

逆 断層 で、 その最大落差 は津軽 山地 中央部付近 で１０００ｍ に も及ぶ とい う。

本遺跡 の基盤層 は、分布 が前田野 目台地 のそれ と概ね重 なる前田野 目層 とみ られ る。本層の模式地

は前 田野 目川下流一帯で、岩井 （１９６５） に よれば、模式地付近で は鶴 ヶ坂層 を不整合 におお い、灰色

の浮石質砂岩、青灰色 シル ト岩お よび細 円礫等 か らな り、最上部 は黄褐 色の浮石質火 山灰お よび同色

の ローム質粘土 よ りなる という。 シル ト岩層 中に は泥炭 の薄層 （３０～５０㎝） を ２枚挟在 している。全

体 的に津軽盆地 の中心 に向か って ３°前後 の傾斜 をな しているが、最下部の もの は局部 的だが、１０～ ５°

傾斜 しているの も見 られ る とい う。

本遺跡周辺 に分布す る、前田野 目層以 外の新生界 の層相等 は下 の通 りで ある （岩 井， １９６５；北村 ・

岩井 ・多 田，１９７２；岩井 ・沢田 ・大久保 ，１９８３）。

沖積低地堆積物 （泥 ・砂）……十川 ・浪岡川等 に よって供給 された泥や砂で、津軽平野 を構成す る

沖積統 であ る。

沖積低地堆積物 （砂 ・礫）……前田野 目川 ・大釈迦川等、津軽 山地 の山間部 を流れ る小河 川によっ

て供給 された砂 や礫 で、 それ ら小河川沿い の谷底 平野 や前 田野 目台地周縁 の津軽平野 を構成 する沖積

統で ある。本遺跡 の基盤層 の上 には この堆積 物が載ってい る。

段丘堆積物 ……細～ 中円礫で、前田野 目台地のＧｔⅢ面 を構成 す る洪積統 である。

鶴 ヶ坂層………中礫大 の浮石 を含 んだ、淡灰色～紫灰色 の浮石質～砂質凝灰岩で ある。全体 的に塊

状無層理で、主 に火 山砕屑流 によって形成 され た鮮新統 であ る。 なお、村 岡 ・高倉 （１９８８） は、八 甲

田カル デラの形成 に伴 って噴 出 した ２つの主 な火砕流堆積物 の うち、古 い方 を八 甲田第 １期 とし、従

来、鶴 ヶ坂層 と呼 ばれ た海底火砕 流堆積物 に対比 し、その形成年代 を、Ｋ－Ａｒ法 より６５万年前の更新世

としている。岩井 （１９６５） も、本層か らは化石が発見 されず、時代決定 は困難 で、下位の大釈迦層 と

同 じ構造運動 に支配 され ることか ら、一応第三系 として取扱 ってい るにす ぎない。

大釈迦層……主 として中～粗粒砂岩 か らな り、細円礫 岩お よび シル ト岩 をしば しば挟在 す る。一般

に下部 はシル ト岩が、上部 で は砂岩が優勢 である。本層 には軟体 動物 や有孔虫等 の浅海性海棲動物化

石が豊富 に含 まれ、大釈迦 動物化石群 として一般 に知 られ てい る。鮮新統 であ る。

大滝沢層 ……主 として灰 白色～ 白色 の浮石質～砂質凝灰岩か らな り、中新統 である。

不動 の滝層 ……主 として、塊状～微 層理 を示 す暗灰色珪藻土質 シル ト岩か らな り、前田野 目川流域

で は葉理 を示す細粒砂岩 の斑点 を含 む。全体 的に貧化石帯 となって いるが、珪質海綿 のサガ リテスが

ほ とん ど全 ての部分 に含 まれてい ることか ら、中新統 である。サガ リテス は日本 の中新統上部、特 に
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油 田地域 の泥岩 中に多産す る。

源八森 層……板状層理 を示す黒色頁岩 か らな り、下位 の馬 の神 山層 より漸移す る。サガ リテスを普

遍的 に含 む中新統で ある。

馬 の神 山層……主 として、硬 質頁岩 ・縞状頁岩 か らな り、層厚変化 の著 しい凝灰岩 （太田凝灰岩部

層）を挟在す る。 この部層 は、淡青緑色～ 白色ベ ン トナイ ト質細粒～火 山礫凝 灰岩 か らな り、泥岩 を

挟 む。サ ガ リテスを含 む中新統 であ る。

長根層……馬 ノ神 山山頂一帯 に分布 し、淡緑色～灰褐色凝灰質砂岩 ・凝灰角礫岩 か らなる。流紋岩

の熔岩 を挟在す る中新統であ る。

前 田野 目層 ・鶴 ヶ坂 層及び大釈迦層 は、 国道１０１号線沿 い二 ツ谷東方の メイプル ビレッジ （有）北の

露頭 にお いて、詳細 に観 察す ることがで きる。 ここでは、大釈迦層がみか け上西 に３０度前後傾斜 して

お り、 この上 に塊状無 層理 を呈 す る鶴 ヶ坂層が不整合 に重 なって いる。鶴 ヶ坂層 の上 には前田野 目層

が ほぼ水平 な層理 を有 して重 な り、層厚 は数 メー トルで、 この上 にローム層 を載せ ている。

実吉遺跡 で は、多数 の土層 の観察 か ら、２５ラインよ り北西 の古環境 は湿地～氾濫原 中の水路、同ラ

インよ り南東 のそれ は自然堤防等 の微高地 とみられ る。遺構 （平安 時代） は、２５ラインよ り南東 の北

半 （第１１号溝跡以北） にのみ限 られ ている。 このた め、本遺跡 にお ける標準土層 として、両者の境界

付近 に当 る Ｉ２３・２４グ リッ ドの北東壁 を採 った。 ここでの土層の詳細 は下 の通 りで ある。図 ５は、そ

の実測図である。

I層 黒 褐 色 土 １０ＹＲ ２／２ 耕作土。細 かい浮 石粒 や石英 を多量含 む。乾 くとクラックを有 し、

非常 に硬 くなる。 この時 の色調 は褐 灰色 （１０Ｙ Ｒ６／１）。 内部 の クラ ック表面 は橙色 （５Ｙ Ｒ６／８） を

呈 し、酸化鉄 の付着 による もの とみ られ る。 また、 同色 で針状 を呈す る空隙 を多数有す る。

Ⅱ層 黒 色 土 Ｎ １．５／０I層 ほ どで はないが、硬 く緻 密であ る。乾 くとクラックを有 する。橙

色 （５ＹＲ６／８）で針状 を呈す る空隙 を少数有 する。

Ⅲ層 黒 褐 色 土 １０ＹＲ ３／１ しま り・粘性 ほ とん どな し。本遺跡 の平安時代 の遺構 はこの上面か

ら掘 り込 まれてい る。

Ⅳ層 灰黄褐 色土 １０Ｙ Ｒ ４／２ 軟。未分解 の植物多量。 しま りややな し。

Ⅴ層 鈍い黄橙色土 １０Ｙ Ｒ ６／３ 漸移層。軟。しま りあ り。 ところによって は黒褐 色土優勢。Ⅵ層 と

同様未分解 の植物 の茎多数。

Ⅵ層 緑灰色粘土 １０ＧＹ ６／１ 粘性大。酸化す る と灰黄色 （２．５Ｙ７／２）。未分解の明褐色 （７．５ＹＲ

５／８）の植物 の茎 が鉛直方 向に多数見 られ る。

この外に観察 した土層 は、北西 よ り、 Ｊ１５グ リッ ド北 東壁 、 Ｊ１６グ リッ ド南東壁 （トレンチ№ ３）、

Ｉ１７・１８グ リッ ド北東壁、 Ｌ～ Ｎ２１グ リッド南東壁 （トレンチ№ ２）、 Ｊ～ Ｌ２１グ リッ ド南東壁、 Ｆ２２

グ リッ ド南東壁、 Ｃ２３～２５グ リッ ド北東壁、 Ｋ２３～２５グ リッ ド北東壁、 Ｉ～ Ｋ２６グ リッド北東壁 （ト

レンチ№ １ｓｅｃＢ-Ｂ ）́、Ｉ２７グ リッ ド北東壁 （トレンチ№ １ｓｅｃＡ-Ａ ）́、Ｋ３９グ リッド北東壁 及び南東壁、

そしてＡ４０・４１グ リッ ド北東壁の１３箇所 で ある。標準土層 とした Ｉ２３・２４グ リッド北東壁以 外につい

て は、その北西 の Ｊ～ Ｌ２１グ リッ ド南東壁及 び Ｉ１７・１８グ リッ ド北東壁、南東 のＫ３９グ リッ ド北東壁

の計 ３箇所 を抽出 し、一部注記 も含 め、図 ５ ・６として載せ た。
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  Ｉ23・24グリッドで確認される氾濫原中の水路の岸辺には、ＳＷ-ＮＥ方向に、広域火山灰の白頭山

苫小牧火山灰（Ｂ-Ｔｍ) が、幅20～65㎝・長さ約18ｍの規模で、途切れることなく堆積している。

  この水路について、実吉遺跡付近1/25000地形図の等高線配置等を検討すると、ＮＥ-ＳＷ方向に伸



びてい ることか ら、北東約 １㎞に位置す る原子溜池 に繋 が り、南東 は十川 に通 じるもの とみ られる。

原子溜池 のす ぐ東南東 には山道溜池が あ り、北北東～北東 には小 さな溜池が ３つあ る。 これ らの溜池

群 は大釈迦丘 陵を刻 む小河川 を塞 き止 めた もので、溜池 ので きる前 は小河川が十川 に注 いでいた筈で

あ る。

Ｉ２３・２４グ リッ ドで は、 この水路 はＢ－Ｔｍ を含 む ２層 （氾濫原 中の水路～湿地の堆積土 ）に覆われ

ている。 また、水路～湿地堆積 土の最下位～下位層 に は、縄文時代 晩期の土器 が ところによって は多

量 に出土 している ことか ら、 この水路～湿地 は、縄文時代晩期前後か らＢ－Ｔｍ降下 （１０世紀前半の平

安時代） の少 し前 まで存在 していた ことにな る。平野部 に急激 に集落 が増加 し、その開拓が盛んにな

るのは、平安時代、 それ も ９世紀後 半 になってか らといわれ る。氾濫 原中の水路～湿地 は、 その後水

田 として使われ た とみ られ る。 （伊藤 昭雄）

引用 ・参考文献

・岩佐三郎 （１９６２）青森 県津軽地方 の含油第三系 とその構 造発達史 について．石油技術協会誌，２７，

１９７－２３１．

・小貫義男 ・三位秀 夫 ・島田昱 郎 ・竹 内貞子 ・石 田琢二 ・斎 藤常正 （１９６３）青森県津軽十三湖地域

の沖積 層．東 北大地質古生物研邦報，５８，ｐ ．１－３６．

・岩井武彦 （１９６５）青森 県津軽盆地周辺 に発達す る新生界の地質学 的並 びに古生物学的研 究． 弘大

教育 学部紀 要， １４，ｐ ．８５－１５５．

・北村信 ・岩井武彦 ・多 田元彦 （１９７２）青森県の新第三系
．青森 県の地質，ｐ ．５－７０，青森 県．

・青森県農林部土地改良第一課 （１９８３）土地分類 基本調査 「青森西部」．

・日本の地質 『東北地方』編集委員会 （１９８９） 日本 の地 質 ２ 東北地方．共立出版 ，３３８ｐ．

・須崎俊秋 ・箕浦幸治 （１９９２）青森地域上部新世界 の層序 と古地理．地質学論集，３７，ｐ ．２５－３７．

・中川久夫 （１９７２）青森県 の第四系．青森県の地質，ｐ ．７１－１２０，青森県．

・梅津正倫 （１９７６）津軽平野 の沖積世 にお ける地形発達史．地理学評論，４９，ｐ ．７１４－７３５．

・角田清美 （１９７８）津軽屏風 山砂丘地帯の地形 について．東北地理，３０，ｐ ．１５－２３．

・井関弘太郎 （１９８３）沖積平野．東大出版会 ，１４５ｐ．

・村 岡洋文 ・高倉伸一 （１９８８）１０万分 の１八 甲田地 熱地域地質 図説明書．特殊 地質図 （２１－４），地質

調査所，２７ｐ．

・箕浦幸治 ・中谷周 （１９９０）津軽 十三湖 及び周辺湖沼 の成 り立 ち・地質学論集，３６，ｐ ．７１－８７．

・活 断層研究会 （１９９１）新編 日本の活断層－分布 図 と資料．東大出版 会，４４８ｐ．

・寒 川 旭 （１９９２）地震考古学．中公新 書，２５１ｐ．

・町田 洋 ・新井房夫 （１９９２）火山灰ア トラス－ 日本列 島 とその周辺．東大出版会，２１０ｐ．

・梅津正倫 （１９９４）沖積低 地の古環境 学．古今書院，２７０ｐ．

・日下雅義 ほか （１９９５）古代 の環境 と考 古学．古今書院，２６１ｐ．

・吾妻 崇 （１９９５）変動地形 か らみた津軽半 島の地形発達史．第四紀研究 ，３４，ｐ ．７５－８９．

・日本第四紀学会第 四紀露頭集編集委員会 （１９９６）第 四紀露頭集 －日本のテ フラ． 日本第四紀学会，

３５２ｐ．

－ １２ －



－ 13 －





第Ⅲ章 検出遺構 と出土遺物

第 １節 縄文時代の遺構 と遺物

本遺跡 で縄文時代 に属す る遺構 は、土坑 １基、溝状 ピッ ト１基で ある。両遺構 ともすでに削平 を受

けてお り、本来の もの とは異な る形態で現存 し、検 出 された と考 えられ る。以下 、遺構別 に記述す る。

１ 土坑

第１９号 土坑 （図 ８）

［位 置］ Ｇ ・Ｈ－２５に位 置す る。

［重 複］ な し。

［平面形 ・規模］ 開 口部 は長軸 ２５６㎝、短軸９４㎝の隅丸長方形で、深 さ２４㎝を計測 する。

［壁 ・底面］ 壁 は緩やか に立 ち上 が り、底面 には起伏が認 め られ る。断面 は逆 台形状 を呈す る。

［堆積土］ ９層 に分層で きた。黒色土及 び黒褐色土が主体で ある。

［出土遺物］ 覆土か ら縄文時代 晩期 の粗製壺形土器 の胴下半部が横転 した状態 で １点 出土 してい る

（図 ８－ １）。

２ 溝状 ピッ ト

第 １号溝状 ピッ ト （図 ８）

［位 置］ Ｄ－２８・２９に位 置す る。

［重 複］ な し。

［平面形 ・規模］ 開 口部が長軸 ２９９㎝×短軸２４㎝、底面が長軸２６８㎝×短軸 １４㎝で、両端付近がやや

膨 らむ細長 い溝状 を示 し、深 さ６０㎝を計測 する。 中央部 と南端 の不整 な突出部 は、後世 の攪乱 による

もの と考 え られ る。主軸方向 は、Ｎ － ９°－Ｅで ある。

［壁 ・底面］ 長軸方向の壁 は、南側 が底部 より開 口部 にかけて ほぼ垂 直 に一気 に立 ち上が るのに対

して、北側 はそれ よ りもやや緩 やか に内湾 ぎみに立 ち上が る。短軸方向の壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が

る。底面 には起伏が見 られ、両端 がやや低 くなる。

［堆積土］ ７層 に分層 され る。

［出土遺物］ 底面 と覆土か ら若 干の縄文土器が 出土 した。図 ８－ ２～ ４とも胎土 に繊維及 び砂粒 を

含 む。 図 ８－ ３ ・４は同一個体 であ り、摩滅が激 しいが、縄文時代 前期の深鉢形 土器 と考 え られ る。

（相澤 治）
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第 ２節 平安時代の遺構 と遺物

本遺跡 で検 出され た遺構 の うち、平安時代 に属 す るもの は、竪穴住居跡 ３軒、土坑２１基、溝跡２１条、

井戸跡 １基 である。以下、遺構 別 に記述 す る。

１ 竪穴住居跡

本遺跡で検出された平安時代に属する竪穴住居跡は３軒であるが、調査区域の北東側半分がすでに

削平を受けていたため、本来の形態を多少保持 し得たものは、第 １号竪穴住居跡のみである。

第 １号竪 穴住居跡 （図 ９～図 １３）

［位 置］Ｉ －２９グ リッドに位置す る。 多量 の木炭 と土器片 が出土 した覆土 ４層で本遺構 を確認 し

た。

［重 複］ 第１４号溝跡 と重複 し、本遺構 が古 い。

［平面形 ・規模］ 一辺が約 ３ｍ６０㎝の隅丸方形 である。主軸方位 は Ｓ－４８°－Ｅ、床面積 は１１．６㎡であ

る。

［壁 ・床面 ］ 壁 はほぼ垂直 に立 ち上が る。確認で きた壁 高 は北 東壁 ４㎝、南西壁 ８㎝、南東壁 ５㎝

と浅い。床面 は黒褐色土主体 の貼 り床であ る。中央部 には厚 さ約２０㎝程 の粘土が貼 られてお り、その

部分 は硬 くなっている。本住居跡 は焼 失家屋 であ り、床面上 に は焼土が分布 し、 その上 には多量 の炭

化材が載 っていた。

［壁 溝］ 住居 を全周す る。幅１０～２０㎝前後 で、床面 か らの深 さは約３０㎝で ある。

［柱穴 ・ピッ ト］ 床 面検 出時 に ５個 、貼 り床撤去後 に ４個 の ピッ トを検 出 した。北西壁か ら検出 さ

れ た Ｐ１～ Ｐ３は主柱穴、北東壁 ・南西壁 の中央付近 か ら検 出 された Ｐ４・Ｐ５は支柱穴 と思 われ る。 また、

北西壁寄 りの Ｐ６～ Ｐ９は堀 り方が小 さ く、住 居内の何 らかの施設 の柱穴 である可能性が高 い。各 ピッ ト

の深 さは、Ｐ１…４３㎝、Ｐ２…４２㎝、Ｐ３…３０㎝、Ｐ４…１５㎝、Ｐ５…１２㎝、Ｐ６…４２㎝、Ｐ７…４３㎝、Ｐ８…５５

㎝ 、 Ｐ９…５３㎝で ある。

［カマ ド］ 南東壁 の南寄 りに位置 してい る。壊 されてい るの と、住居 の確認面が低か ったため、 全

容 は明 らかで ない。袖の芯材 として土師器 の甕 が使 われ ている。

［その他 の施 設］ Ｐ６～ Ｐ９が１．４６ｍ ×１．１８ｍの長 方形 を呈 す る住居 内施設 になる と思われ る。

［堆積土］ １０層 に区分 で きた。人為堆積 である。

［出土遺物 ］ 床面 ・床面直上 か ら土師器 の他、若干の須恵器 、縄文 土器 が出土 した。土師器 には、

甕 ・坏・ぐい呑 み形 の小型土器、須恵器 には、甕 と坏があ る。須 恵器 は ３片 のみが覆土か ら出土 した。

本住居 に伴 う可能性 は低 い。 その他、縄文 時代 晩期 の土器 数片 が出土 した。 （赤羽 真 由美）

第 ２号 竪 穴 住 居 跡 （図 １４）

［位 置 ］ Ｅ ・Ｆ －３５・３６に位 置 す る。

［重 複 ］ な し。
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た。南東壁4.78ｍ以上、南西壁3.78ｍ以上の方形を呈するものと思われる。

［壁・床面］  壁高は、南東壁26～35㎝、南西壁14～30㎝である。床面には多少の起伏が見られる。

［壁  溝］  調査した部分では検出されなかった。

［柱穴・ピット］  調査した部分では検出されなかった。

［カマド］ 調査した部分では検出されなかった。北側の排水路部分の壁に存在したものと思われる。

［堆積土］  13層に分層され、粘土ブロックを混入する黒褐色土を主体とする。

［出土遺物］  土師器甕・坏が若干出土している。

第3号竪穴住居跡（図14）

［位  置］  Ｈ－30・31に位置する。

［重  複］  第1・2・14号溝跡と重複し、本遺構が最も古いと思われる。

［平面形・規模］  本遺構は南西側壁溝と、北西側壁溝と南東側壁溝の一部が現存するのみで、全体

的な規模は確認できなかった。南西壁3.69ｍ、北西壁推定2.34ｍ以上の方形を呈するものと思われる。

［壁・床面］  壁、床面上の状態は、床面以下までに削平を受けているため現存せず不明である。

［壁溝］  現存する壁溝の幅は24㎝、深さは南東壁側38㎝、南西壁側24㎝、北西壁側40㎝である。

［柱穴・ピット］  検出されなかった。

［カマド］  検出されなかった。近接する第1号竪穴住居跡と同様に南東側の壁に存在したものと思

われる。

［堆積土］  5層に分層され、粘土ブロックを混入する黒色土及び黒褐色土を主体とする。

［出土遺物］  なし。                                                          （相澤  治）
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   2  土坑（図15～図22）

  本遺跡で検出した平安時代の土坑は21基である。調査区域の北東側半分がすでに削平を受けていた

ため、ほぼ本来の形態を保持し得たものは、第10、12、14、15、18号土坑のみである。その他の土坑

については、現存する形態を図示し、計測を行った。個々の土坑については、その位置（グリッド）、

形態、規模、出土遺物、重複等について、第4表で記述することとする。

  なお、表における凡例は以下の通りである。

(1) 土坑番号は検出または調査に着手した順に、第1号から第24号まで付している。このうち、第6・

  17号土坑は欠番、第19号土坑（本章第1節、15ページ）は縄文時代のものである。また、第18号土

  坑については第7号溝跡と同時存在する性格上、本章本節「3  溝跡」の図23・図24（37～40ペー

  ジ）に合わせて図示した。

(2)  平面形、断面形については主観により表記した。

(3) 土坑の規模の計測は図上で行った。「長軸」・「短軸」は土坑の開口部での計測値である。なお、土

  坑の一部が、他の遺構と重複していたり調査区域外に続く状態のものは、（  ）を用いて現存値を記

した。

(4) 備考には、重複・出土遺物等を記した。重複の新旧関係が不明なものは、重複の事実を述べるに

  とどめた。

                                                                               （相澤  治）
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３ 溝 跡 （図 ２３～ 図 ３２）

本遺跡で検 出 した溝跡 は２１条で ある。調査 区域 の北東側半分がすで に削平 を受 けていたため、第 ７・

１０・１４号溝跡 の一部 を除 き、本来 の形態 を保持 し得た もの は皆 無であ る。 そのため、すべての溝跡 の

現存す る形態 をその まま図示 し、それぞれの計測 を行 った。個 々の溝跡 については、その位 置 （グ リッ

ド）、形態、規模 、重複、 出土遺物等 について、第 ９表で記 述す ることとす る。

なお、表 にお ける凡例 は以下 の通 りで ある。

（１） 溝跡番号 は検 出 また は調査 に着手 した順 に、第 １号か ら第 ２９号 まで付 している。 この うち、欠番

となった溝跡 は、第 １８・１９・２４・２５・２６・２７・２８号溝跡で ある。第 １２号溝跡 の平面図、断面図及 び

遺物出土状況 、出土遺物 については、第２３号土坑 との重複関係上 、本章本節 「２ 土坑」の図１７・

図１８・図２０～ 図２２ （２８・２９・３１～３３ペ ージ） に図示 した。 また第 １７号溝跡 については江戸時代以降

の もの と思われ るため、本章第 ３節「江戸時代以降の遺 構 と遺物」 （５２ペ ージ）に事実記載 を記 した。

（２） 規模 の計測 は図上 で行 った。 「長 さ」・「幅」は溝跡の確認面での計測値 である。 なお、溝跡の一部

が、他の遺構 と重複 していた り調査 区域外 に続 く状態の もの は、 （ ） を用 いて現存値 を記 した。

（３） 溝跡の分類 は下記 の基準 によった。

Ａ類……他の遺構群 を区画 する、幅広 で平底 の もの。

Ｂ類……Ａ類 と重複 す るもの。

Ｃ類……Ａ類 ・Ｂ類以外 の もの。

（４） 備考 には、重複 ・覆 土堆積状況 ・出土遺物等 を記 した。重複 の新旧関係 が不明 な もの は、重複 の

事実 を述べ るにとどめた。

（相澤 治）
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   4   井戸跡

  本遺跡から検出された井戸跡は1基である。本遺構も削平を受けていた。

第1号井戸跡（図33）

［位  置］  Ｅ・Ｅ－37・38に位置する。

［重  複］  なし。

［平面形・規模］  開口部は長軸1.47ｍ×短軸1.43ｍでほぼ円形を呈する。確認面からの深さは1.68

ｍである。

［壁・底面］  壁面は底面の辺りからほぼ垂直に立ち上がり、開口部付近で外反する。底面はほぼ平

坦である。

［堆積土］  19層に分層され、黒色土が主体である。ほぼＶ字状に粘土の堆積が見られ、また多量の

自然木の混入が確認された。また、覆土よりタデ属の種実遺体が多数検出されている。

［出土遺物］  覆土より木製品（箸）2点が出土している。

                                                                              （相澤  治）



第 ３節 江戸時代以降の遺構 と遺物

本遺跡で検 出 された遺構 の うち、江戸 時代 の もの と思われ る ものは溝 跡 １条であ る。他 の多 くの遺

構 と同様 、 ほ とん ど本 来の形 態 を保持 し得 なかったため、現存す る部分の図示及 び事実記載 に とどめ

る。 なお、第１７号溝跡の平面 図 と断面 図 について は、本章第 ２節 「３ 溝跡」の図２３・図２４ （３７～４０

ペ ージ） に図示 した。

第 １７号溝跡 （図２３・図２４・図３４）

［位 置］ Ｈ～ Ｋ－２７・２８に位 置す る。

［重 複］ 第 ７号溝跡 と重複 し、本遺構 の方が新 しい。

［規 模］ 現存す る部 分の長 さは１１．１５ｍ、最大 幅３．５５ｍ、深 さは最大で０．２９ｍ を計測す る。 ほぼ第

７号溝跡 と同 じ方向 に、直線 的 に伸び る。

［壁 ・底面］ 壁 の断面形 はほぼ逆台形状 を呈 し、底面 は全体 的に起伏が多 い。

［堆積土］ ８層 に分層 され、黒 色土及び黒褐色 土が主体 であ る。人為堆積で あ り、特 に覆土 ４層 に

は地 山の土 のブロ ックがか な り多量 に混入 してい る。

［出土遺物］ 覆土 よ り土師器 甕 と縄文土器、底 面か ら縄文土器 と肥前染付碗 （１７Ｃ～１８Ｃ）が出土

している。

遺物 の出土状況や遺構 の重複関係か ら判断 して、本遺構 は江戸 時代 かそれ以降 に構築 された もの と

思われ る。

（相 澤 治）

第 ４節 時期不明の遺構 と遺物

１ 小 ピ ッ ト群 （図 ７ ・図 ３５）

第１０号溝跡 の北西 に隣接 する部分 と、第１０号溝跡 と第１１号溝 跡 に挾 まれた区域全体か ら、柱穴状 の

ピ ッ トを１０８基検 出 した。平面 形 は円形 か楕円形 を呈 す るものが ほ とん どで あ り、規模 は全般 に、径２０

㎝～４０㎝ 、深 さ１０㎝～３０㎝ ほ どの ものが多 く見 られ る。 中には、覆土か ら土器 や木製品 （杭）等が出

土 した もの もあ る。 削平 を受 けた ものがほ とん どで、時期、性格 ともに不 明であ るが、か な り新 しい

時代 の もの も含 まれてい ると思 われ る。

（相澤 治）
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第Ⅳ章 遺構外の出土遺物

第 １節 縄文時代の遺物

１ 縄 文 土 器 （図 ３６～ 図 ３７）

遺構外で は晩期 を中心 として、前期 か ら晩期 までの土器が出土 した。 ほどん どが１０号溝 よ りも北西

の湿地帯 か らの出土であ る。湿 １層 （図 ３を参照） では土師器 ・須恵器 ・鋤先等 と混在 して小片が出

土 し、湿 ３－ ｃ層及び湿 ４層上 半か らは縄文時代後期及 び晩期 の粗製深鉢が押 しつぶされ た様 な状態

で、 ほぼ ４㎡ に １個体 の割合 で出土 した。以下 、その概要 を述べ る。

（１） 縄文時代中期～後期 の土器

図３６－ １は中期中葉の土器 であ る。口唇部 はやや肥厚気味で、口唇部端 にＲＬの原体 を斜位 に押捺 し

ている。 図３６－ ２は湿 ２層か ら出土 した。胴部破片 の うえ摩耗が激 しいが後期後半 の範 疇に含 まれ る

と思 われ る。図３７－ ３は湿 ４層か ら出土 した。 ２単位 の山形突起 を有す る深鉢形土器 である。胎土 は

粗悪 で もろい。 山形突起 の頂部 は、棒状 の工具 に よる側面押捺 で二叉状 になってい る。

（２） 縄文時代晩期の土器

図３６－ ３ ・４は湿 ３層上か ら土師器 片 に混 じって出土 した。大洞 Ａ式 の精製土器 であ る。図３６－ ５

～ ７は縄文地 に横位沈線が巡 らされた ものであ る。 ５は １条 目の沈線 の位置 に粘 土瘤 が貼 り付 けられ

ている。 また、少 し右 にずれた位 置 に ２条 目と ３条 目を結 ぶ縦 のス リッ トが入 って工字文風 になって

い る。晩期後葉 の半精製土器であ る。図３６－ ８ ・９ ・１３、 図３７－ １は大型の粗製 深鉢 であ る。図３６－

８ ・９ ・１３は条痕文 を地文 とす る もの、図３７－ １は縄文 を地文 として口縁部 に平行沈線 を巡 らせ、平

行沈線 間を磨 り消 した もので ある。いずれ も湿 ４層上部 よ り出土 した。外面 にスス状炭化物 の付着が

顕著 であ る。胎 土・焼成共 に良好 で色調 は黒褐色 を呈す る。１０号溝 の北西側の湿地帯 は全面発掘 を行 っ

てお らず トレ ンチ発掘 のみで あるが、この様 な大型 の深鉢形土器 は湿 ３－ ｃ層～湿 ４層上面 にか けて、

段 ボール ４箱分程 出土 している。

（３） 無文地 ・縄文地 の土器

図３６－１１・１２は湿 ４層上部か ら出土 した。縄 文時代後期～晩期 の粗製土器で あろう。 図３７－ ２は湿

１層か ら出土 した。 キャ リパー形の土器で ある。時期 は不 明である。 （赤羽 真 由美）

２ 石 器 （図 ３７－ ４～ ６）

本遺跡か ら出土 した縄文時代 の石器 は ３点のみで、すべて遺構外 か らの ものであ る。

図３７－ ４は敲磨器 であ り、敲石 に分類 され る ものであ る。両 方の先端 に使用痕 を有 し、石質 は細粒

凝灰岩で ある。 図３７－ ５は横型 の石匙で ある。つ まみの部分 を石錐状 に調整 してお り、その付 け根付

近 には着柄のためか、 アスフ ァル ト状 の物質が付着 していた痕跡 を有 する。石質 は珪 質頁岩 である。

図３７－ ６は石皿 で、表裏 ２面 とも使用 しているが折損品であ る。石質 は流紋岩で ある。

（相澤 治）
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第 ２節 平安時代の遺物

１ 土 師 器 （図 ３８～ 図 ３９）

多数 の破片資料の うち、図示 し得た もの は２６点 である。

（１）坏 （図３８－ １～１２）

図示 し得 たもの は１２点で ある。すべて ロクロ使用 の もので ある。

① 内面黒色処理の もの

図３８－ １の １点 のみであ る。外 面底部付近 にヘラナデ、 内面 の大部分 に ミガキが施 されている。底

面 が欠損 しているため切 り離 し技 法 は不 明であ るが、 おそ ら く回転糸切 によるもの と思 われる。体部

はやや内湾気味 に立 ち上が り、 口縁部 に若干 の くびれを有 する。

②再調整 していない もの

図３８－ ２～１２の１１点が見 られ る。底面 の確認 で きた もの は、すべて 回転糸切痕 を有 す る。体部がや

や内湾気味 に立 ち上が り、 口縁部 に若干 の くびれ を有 する もの （図３８－ ２ ・４～ ６ ・８ ・１０） と有 し

ない もの （図３８－ ３・７・９）、器高 が前者 よ りも相対的 に低 い （５㎝未満） もの （図３８－１１・１２）の

３つに大別 され る。

（２） 甕 （図３８－１５～１９、図３９－ １ ・３ ・４）

図示 し得 た もの は ８点で ある。下記の ３つ に大別 され る。

① ロ クロ使用 の もの

図３８－１５～１７の ３点が見 られ る。すべて 「く」の字状 に外反 する口縁部 である。図３８－１５は内外面

にヘラナデが施 されて いる。

② ロクロ不使用 の もの

図３９－ １ ・３・４の ３点が見 られ、すべて底部 で ある。外面調整 は、 図３９－ １・３はヘ ラナデ、図

３９－ ４はヘ ラケズ リが施 されて いる。内面調整及び底 面調整 は ３点 ともにヘ ラナ デで あ り、 さらに図

３９－ ３は底面 に指 による圧痕が見 られ る。

③器種 が判然 とせ ず、 とりあえず甕 とした もの

図３８－１８～ １９の ２点が見 られ、 ともにロクロ使用で回転 糸切痕 を有 す る底部で ある。図３８－１９は外

面 にヘラナデ調整 と指 に よる圧痕が見 られ る。 その器形か ら、 と りあ えず甕 に分類 したが、壺の可能

性 も考 えられる。

（３） 羽釜 （？） （図３８－１４）

小型で ロクロ使用 の口縁部が １点 のみ出土 している。

（４） 鉢 （？） （図３９－ ９）

ロクロ使用の ものが １点 のみ出土 している。直線状 に立 ち上が る口縁部 で、外面 の一部 にヘ ラナデ

が施 され てい る。器形 か ら、鉢状 の全体形が想定 され るが、 口縁部 が急 に立 ち上 が る土堝 の可能性 も

考 え られ る。

（５） 小型土器 （図３９－ ２）

器高４．６㎝で、甕の形態 をもつ ものが １点 出土 している。

（６） 器種不明の もの （図３８－１３、図３９－ ５）
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ともにロクロ使 用で高台 をもつ底部 が ２点 出土 している。形状、大 きさ ともに、かな り近似 してい

るが、 図３９－ ５は高台内 に菊花状調整痕 （菊花文） を もつ。器種 は不明で あるが、須恵器 を模倣 した

壺 、 または鉢形の全体形 が想 定 され る。

２ 須 恵 器 （図 ３９）

図示 し得 たもの は１４点であ るが、他 に大甕 の破片 も少量出土 してい る。

（１）坏 （図３９－ ７ ・８、１０～ １４）

図示 し得 たもの は ７点であ る。すべて ロクロ使 用で再調整 されてお らず、底面 の確認 で きた もの は、

すべ て回転糸切痕 を有 す る。全体形が把握で きる図３９－ ７ ・８ ・１０・１１の ４点 は、体部がやや内湾気

味 に立 ち上が り、 口縁部 に若干 の くびれ を有す る。 図３９－１２は外面 に火たす きが見 られ る。

（２） 壺 （図３９－１５、１７～２０）

図示 し得た もの は ５点 で、 すべ てロクロ成形で ある。 ほ とん どが破 片資料 のため、長頸壺 と短頸壺

の区別がつ くもの は、 ご く少数 に限 られ た。図３９－１５は短頸壺の 口頸部 、図３９－１７・１８は壺 の底部 、

図３９－１９は壺の体部 であ る。 図３９－２０は壺の肩部で あ り、かな り張 った形状 を呈す る。

（３） 鉢 （図３９－１６）

口縁部 の １点のみであ る。本資料 は、平成 ５年度 に県教育庁文化課 が本遺跡 の試掘調査 を実施 した

際 に出土 した遺物 に含 まれていた もので ある。 ほぼ直線 的 に立 ち上 が り、上端付近 で若干外反気味 に

なる。 口唇部 に は沈線 が １条巡 る。焼成 はか な り良好で ある。

３ 石 製 品 （図 ４０－ １～ ３）

砥 石が ３点 出土 している。図４０－ １は ３面、図４０－ ２は １面 、図４０－ ３は ２面 に使用 した痕 が見 ら

れ る。石質 はいずれ も細粒凝灰岩で ある。

（相 澤 治）

４ 木 製 品 （図 ４０－ ４～ ８）

出土地点不明 の ものを含み、 ５点出土 した。 図４０－ ４は、湿地帯 中の トレンチ １ｂの湿 １～ ２層 よ

り出土 した連歯下駄で ある。縦 に割れてお り、ほぼ半分 だ け残存 していた ものであ る。図４０－ ５は杭

状 に加工 され ている。図４０－ ７は出土地 点及 び層位 が不 明な管状木製品で ある。図４０－ ６は湿地帯 の

湿 １～ ２層、 図４０－ ８はⅢ層 よ り出土 した。

（赤羽 真 由美）

５ 鉄 製 品 （図 ４０－ ９）

鋤 （鍬）先が １点、調査区域 北西側湿地帯部分湿 ２層 より刃部先端 を上 に向 けて立 った状態 で出土

している。廃棄 による もの と思われ る。大 きさは、最大長１２５㎜、最大幅１４５㎜ 、最大厚 ７㎜で、重 さ

は５５．０ｇを計測す る。木質部 と接す る部分 の腐蝕が やや進 んで いる もの の、全体 の約８０％ほ どは残存

している。

（相澤 治）
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    第 3節  江戸時代以降の遺物

  1  陶磁器・銭貨（図41）

  本遺跡の遺構外より、デスクトレイで約半分ほどの陶磁器が出土している。時期的には近世から近

代、現代に至るものまで見られる。主な出土陶磁器の観察結果を以下の表にまとめたが、ここでは明

治以前のものに限り観察の対象とした。観察表に記した年代観については、大橋康二氏による肥前陶

磁の年代区分（大橋1989）を基にした。

  また、本遺跡の遺構外から、約半個体分ほどの銭貨の破片が出土しているが、腐蝕が著しいために

図示に耐え得るものではなく、種類の判別も不可能であった。

                                                                                （相澤  治）

  第 4節    時期不明の遺物

  1   アスファルト状物質（図41－14）

 グリッドＨ－29第Ⅰ層より、アスファルト状の塊が1点出土している。大きさは、最大長132㎜ 、最

大幅91㎜ 、最大厚30㎜で、重さ140.3ｇを計測する。砂粒等の混入はほとんど見られない。一方の表面

に、大型の淡水産二枚貝のものと思われる殼頂部の痕跡及び成長線状のきめ細かい多数の条痕が見ら

れる。容器、運搬もしくは汲み上げる道具としての貝殼の使用が想定される。分析の結果では、岩手

県赤坂田遺跡出土のアスファルト塊とは異なる構造を持つことが判明しており、採取地点が別である

可能性がある。最も近くアスファルトの自然湧出が見られる秋田県方面から搬入されたものと考えら

れ、その時期は不明であるが、縄文時代の石器の着柄用等の利用が考えられる。本遺跡の遺構外から、

つまみ部の付け根にアスファルト状の物質が付着した石匙（図37－5）が1点出土している。

                                                                               （相澤  治）
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第Ⅴ章 調査の成果

第 １節 検出遺構

１ 竪 穴 住 居 跡

本遺跡か らは ３軒 の平安時代 の竪穴住居跡が検出 され た。全容が明 らか になったの は、焼失家屋で

ある第 １号竪穴住居跡 （以下、本住居跡 と称す る）のみで あった。 ここで は、主 に第 １号竪穴住居跡

について述 べ る。

（１） 住居跡 の柱穴 の配置 について

本住居跡 で は、床面検 出時 において、 カマ ド側 の壁 とは反対側 の壁際 （壁溝 の位置） に主柱穴 と思

われ る深 い ピッ ト（Ｐ １～ ３）３個 、カマ ド側 の壁 の両脇 の壁 の中央部直下 に浅 く小 さい補助 的な ピッ

ト （Ｐ ４ ・５） ２個 を検 出 した。 Ｐ １～ ３に対応 す るカマ ド側 の ピッ トは確認で きなか ったが、 ある

もの と考 えれ ば、浪岡町山元（２）遺跡第３７号住居跡、 同（３）遺跡第１５号 ・２８号 ・３０号住居 跡、浪岡町源常

平遺跡第２０号・３０号住居跡、黒石 市牡丹平南遺跡第 ７号住居跡、青森市朝 日山遺跡第 １５０号住居跡等 に

類例が見 られ る。 この うち、源常平遺跡 の報告 では、 Ｐ４ ・５の様 な ２本 の柱 は棟持 ち としての補助

的 な機能 を持 ち、Ｐ ２の ようなカマ ド側 の壁 とその反対側 の壁の中央直下 に位置 す る １本ず つの柱 は、

Ｐ １・Ｐ ３の ような各 コーナーの ４主柱 と同様 に桁 を支 え、上屋 を支 える梁 ・桁 を より強 く固定 して

いた と想定 している。本住居跡 の場合 に もＰ １～ Ｐ ５の柱穴 には同様 の機能 が考 え られ る。

（２） 時期 について

３軒 の うち第 ２号住居跡 は半分以上が用水路 のため に調査不可能 であったが、 その形状か ら住居跡

でない可能性 も考 え られ る。本住居跡 は壁溝 のみ を確認 した第 ３号住居跡 と規模 ・壁の向 きが同一 で

あ る。第 ３号住居跡 は第 ２ ・１・１４号溝跡 に切 られてお り、 同 じ く第１４号溝跡 に切 られ る本住居跡 と

は時期的 に大 きく隔た りが ない と思 われる。従 って、本住居跡が営 まれ たの は溝Ａ類 が構築 される前

であった可能性 が高い。尚、前掲 の山元（３）遺跡 では、出土遺物 ・白頭山火山灰 の堆積状況 か ら当該住

居跡 を ９世紀後 半か ら１０世紀前半 に位置づ けている。本住居跡 は白頭山火山灰 に覆 われ ていない もの

の、出土遺物 か ら、 同様 に ９世紀後半か ら１０世紀前半 と見て よさそうであ る。 （赤羽 真由美）

２ 土 坑

本遺跡 で検 出され た平安時代の土坑 は２１基 であ るが、削平 を受 けて本来 の形状 を損な ってい るもの

がほ とん どで あ り、また遺物 のない もの もあるた め、確実 に性格 を把握す るこ とは難 しい。その中で、

特徴的 な土坑 について以下 に述べ る。 （第 １８・２４号土坑 については 「３ 溝跡」で触 れ る。）

第１４号土坑 は、覆土中か ら薄 い板状 や棒状 の木製 品 （図１９－１８～２０、図２０－ １～ ４）や自然木が折

り重 なるように多量 に出土 し、 また底面近 くか らは土師器土堝 の破片 （図１９－１７）が出土 している。

しっか りと掘 り込 まれてい ることか ら、他 の用途か らゴ ミ捨て穴 的な用途 への転用が考 え られ る。

第２２号土坑 は、覆土 中か ら土師器 の小片 と須恵器長頸壺 （図２０－ ７）が出土 してお り、覆土中 には

灰 と炭化粒 が混入 している。第１３・２１号土坑 も覆 土中 に同様 な混入物 が見 られ、土師器片が出土 して
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いる。これ らの土坑 はお そ らく同 じ用途 をもった もの と思われ るが、その具体的 な用途 は不明であ る。

第 ２３号土坑 か らは、本遺跡 で検 出 された遺構 中、密度的 には最 も多 くの土師器 と須恵器が出土 して

お り、器種 もバ ラエテ ィーに富 む （図２０－ ８ ・９、図２１－ １～１０、図２２－ １～ ７、 ただし坏の割合 は

極端 に少 ない）。第 １２号溝跡 と同時存在 の遺構 と思 われ、あ り方 としては、野尻（４）遺跡で多数検 出 され

ている、 「外周溝 の末端 に土坑が付随す る」ものに類似 してい る。 ただ し、本遺構 は著 しく削平 を受 け

てお り、 「遺物 な どの廃棄」が行われ たこ と以外の事 実の確証 は得 られ なかった。 （相 澤 治）

３ 溝 跡

本遺跡で は、大小様 々な溝跡 が検 出 された。第 Ⅲ章第 ３節 においてＡ類～ Ｃ類 に分類 したが、本項

では最 も特徴的なＡ類 について述 べたい。

（１） Ａ類 の特徴

本類 とした もの は ５条 で、 この うちの第 １号 ・１０号 ・１１号溝跡 （以下、○溝 と称 す る） は代表的 な

ものであ り、幅２．７～３．５ｍ と幅広 で、深 さは約５０㎝程、断面形状が逆台形 であ ることな ど類似点が多

い。 また、底面 の構築方法 も、底面 の起伏 をあま り考慮せず に掘 り込 んだ後 に地 山の粘土 を主体 とし

た土 で埋 め戻 し、底面 を平坦 に しているな どの共通点がみ られ る。 ここで、本類 とした溝 の特徴 を個

別 に整理 してみたい。

［１溝 と ７溝］ １溝 は、基本的 にＬ字形 をしてお り、屈曲部 で ７溝 と接 している （以下、接点 と称

する）。接点 の土層観察 か ら、 １溝 の東側部分 は先 に埋 め られ、 ７溝 へ付 け替 え られ た もの と考 えられ

る。 また、 １溝全体 も、北西側 か ら地山の粘土 を多 く含 む土 によって埋 め戻 され ている。 ７溝 は、幅

１．３ｍ と １溝 に比べて狭 く、断面が Ｕ字形 を している点、構築 方法 も掘 りあげた土 による底面 の平坦化

が行われ ていない点で １溝他 と異な ってい る。

［１０溝］ は、西側の微 高地 と東側 の湿地帯 との境界 に位置 してお り、直線的 に調査 区を縦断す る。

また、堆積土中 にはア シや ヨシな どの水棲植物 を主体 とす る腐植物が多量 に混入 し、 自然木 にか らみ

ついたまま検 出 された もの もあ る。 自然堆積 と考 え られる。 中間付近で底面 に３２㎝の段差が あ り、北

側が深 くな ってい る。 また、 １０溝 の時期 については、 白頭 山火 山灰 に覆われた第２４号土坑 を切 ってい

るこ とか ら、１０世紀前半以降 に構築 された もの と考 え られ る。

［１１溝 ］ は、弓状 に大 き く湾 曲 している。調査前 の削平 によ りＮ －３０グ リッ ドよ り先 は確認で きな

か ったが、更 に延 び ると推定 され る。溝底面 の ５カ所で確認面 よ りは浅 い段状 の高 まりを検 出 した。

その部分だ けは粘土 ブロ ックの貼 り付 けが無 い ことか ら、溝構築 時 に意識 的に掘 り残 された もの と考

えられ る。１１溝 の堆積状況 は自然堆積 である。 また、１１溝の時期 について は、覆土中か ら出土 した擦

文土器 片 ・白磁片 がそれ ぞれ１１世紀～１２世紀、１２世 紀～１３世紀 と考 えられ ることか ら、１１世紀～１３世

紀 のあいだ と思 われ る。

［６溝 ・第 ８号土坑 ・８溝］ は別々 の遺構 として登録 したが、 図２３の配置 を見 る と、 これ らは、１０

溝 ・１溝 と併走 してお り、 もとは１０溝等 と同 じ用途 を持 つ同一 の浅 い溝 だった可能性があ る。 断面形

状 は幅広 のＵ字形で ある。堆積 土の最下層 に地山の粘土 を多量 に混入す る層が見 られ るが、溝構 築時

の底面 の平坦化 による ものか ははっ きりしない。
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（２） Ａ類 に付属す る遺構 について

１溝 ・７溝 ・１０溝 は他の遺構 と重複 してい る。 その中で ７溝 に第１８号土坑が付 属 してい ることを堆

積状況か ら確認 した。 ２溝 ・２１溝 ・２２溝 ・２３溝 ・２９溝 は遺構確認が遅れ たため重複 関係 を明 らか にで

きなか った。この ように溝跡 に他の溝跡 や土坑 が付属 す る例 は、常盤村水木館遺跡、稲垣村懸河遺跡、

稲 垣村 久米 川遺跡等 で確認 されているが、新 旧関係が判明 してい るもの は少な く、用途 も今 の ところ

不明であ り今後 の検 出例 の増加 を待 ちたい。

（３） Ａ類 の用途 と時期

まず、本類 の溝 に水 の流れが あったか について考 えてみたい。溝 の全容が不明 のため部分的な観測

にす ぎないため断定 は不可能で あることを先 にお断 りしてお く。

［１溝 と７溝］ は、 １溝東端 が最 も高 く、 １溝北端 ・７溝南端 との底面 の標高差 は１２㎝であ る。接

点 よ り東側 は先 に埋 め られてい るため、接点付近 の底面が最 も高 く、 １溝北端 ・７溝南端 が低 い。

［１０溝 ］ は、中間 に３２㎝の段差 があって北端側が低 い。段差 の北側がわずかに窪んでい る。

［１１溝 ］ は、北端 と南西端 の底面 の標高差が１０㎝あ り、北端 側が低い。 しか し前述 の段状 の高 ま り

はそれぞれ底面 より ４～ １６㎝程高 くなってお り、水位が それ よ り低 い時 は停留 す ると考 え られ る。

溝 の全体 について は、各溝 の底面 は若干北側 に傾 斜す る傾 向があ り、南側 か ら北側へ の緩やかな水

の流 れが想定 で きるが、水位が低 い時 には停留 していた と考 えられ る。

次 に、本類 の溝 の配置 に着 目 してみ ると、本遺跡 の場合 、調査 区全域 に遺構が分布 してい るわ けで

はな く、 ４つ の遺構 を除 いた全ての遺構 が、１０溝 ・１１溝 とい う幅広 の溝 に囲 まれた中 に存在 す る。 こ

の区域 は微高地であ った と考 えられ る。逆 に、 １０溝以西 は縄文時代後期 には既 に湿地 帯であ った と思

われ る。 また、その後 平安 時代 の遺物包含層 まで、粗 い砂 と粘土 の互層 になってい ることか ら、近 く

を流れ る十 川の氾濫等 の影響 を度々受 ける状況 にあった と考 え られ る。従 って、１０溝 ・１１溝 について

は、微 高地上 に形成 された遺構 を水 の害か ら守 る機能 を持 って いた と考 えられ、溝 内に水が大量 に入

り込んだ時 に は調査 区の北側か ら排水 され た可能性が高 い。時期 的 に言 える事 は、１０溝が構築 された

の は白頭 山火 山灰が降下 した１０世紀前半以降で ある。１１溝 は、１１世紀～ １２世紀 にかけて擦文土器 が、

１２世紀～１３世紀 にか けて白磁片が混入 した時 にまだ機能 していた可能性が ある。１０溝 とこれ に併走 す

る ２条 の溝が１０溝 と同時 に存在 したのか は不 明であ る。 １溝 と１０溝 の新 旧関係 は不明で あるが、１０溝

構築時 の排土で １溝 を埋 め戻 した可能性 が高 い。

（５） 溝 Ａ類以外の溝 について

３溝 ・９溝 ・１５溝 ・２０溝 は、形状 が円形周溝 もし くは住居 の外周溝 に類似 す ることか ら、末検 出で

はあるが、住居等 の付属施設 であった可能性 も考 え られ る。 しか し １号溝 と用水路 のため途切れてお

り、確証 はない。 それ以外 の溝 には全 く規則性 が無 く、 その用途 は不 明であ る。 （赤羽 真由美）

第 ２節 出土遺物

本遺跡か ら出土 した遺物 は、縄文 土器 、縄文時代 の石器 と土製品、平安時代の土器 （土 師器 ・須恵

器 ・擦文土器）、石製 品、木製 品、鉄製 品、中世 か ら江戸時代、近代 にか けて の陶磁器 、銭貨、時期不

明 のアス ファル ト状物質等 が出土 している。 これ らの うち、土師器、須恵器、擦文土器、木製品、陶
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磁器 について述べ る。

１ 土 師 器

本遺跡か ら出土 した土 師器 の出土量 は段 ボール箱で約１２箱分であ る。出土遺物 の主体 を占め、出土 し

た遺構で は溝跡か らの ものが最 多であ る。

出土 した土師器 の器種 として は、坏 ・甕 ・長頸壺 ・土堝 ・羽釜 （？）・鉢 （？）・把手付片 口土器 ・

小型土器 ・器種 不明の もの等があ る。

（１） 坏

坏 はすべて ロクロ成形 で、底部 の切 り離 しについて は、確認で きた もの はすべて回転糸切痕 を有す

る もので あった。

器形 は大雑把 に分 ける と、器 高がやや高 く （５㎝以上） 内湾気味 に立 ち上が るもの と、器高が前者

よりも低 く （５㎝未満）直線 的 に立 ち上 が るものの ２つに大別 され るが、前者の 占め る割合 の方が大

きい。前者 の中で は、口縁部 に若干 の くびれ を有 する ものが かな り見 られ る。また、図１９－１１と図３２－

１１の ２点 は、形状 か ら後者 の範 疇に含 まれ るべ きもので あるが、どち らも赤褐色でかな り硬質 であ り、

いわゆる 「赤や き土器」や 「須恵系土器 」の類 に相 当す るもの と考 え られ る。

内面が黒色処理 され た ものが １点見 られた （図３８－ １）。 内面 に放射状 に ミガ キが施 されている。

欠損が生 じた後 に灯明皿 に利 用 された可能性 のあ るものが １点 出土 している（図３０－ ４）。 内面及 び

割 れ口にスス状 の炭化物の付着が見 られ る。

刻書 「　」が体部外面 に見 られ るものが １点出土 してい る （図３０－ ５）。 破片資料 のため、刻書全

体 の内の一部分 のみが観察 され た もの と思われ る。

（２） 甕

甕 は多量 に出土 しているが、復元 で きた ものは比較的少数で ある。すべて長胴形 と思われる。また、

小型の甕 も出土 している。

成形 の方法 か ら、 ロクロを使用 した もの と使用 しない ものに大別 で きるが、数量で は後者 の方が優

勢であ る。 図１２－ ２と図１２－ ６が、胎土の質 と表面の色調 か ら同一個体 と考 え られ るため、他 のロク

ロ使用の甕 の底部 も平底 と推測 され る。

器面の調整 は、 ヨコナデ とヘ ラナデが多用 され るが、外面のヘラケズ リも少 なか らず見 られ る。底

面調整 は、ヘ ラナデの ものが最 も多 く、次 いでヘ ラケズ リの ものが見 られ、回転糸切痕の もの は少数、

いわ ゆる砂底 の もの は若干見 られるに とどまる。簾状圧痕及び木葉痕 の もの は全 く見 られなかった。

ヘ ラケズ リの底部 に「天」（または「一大」か ？）の刻書が見 られ るものが １点出土 している（図２９－ ９）。

（３） 長頸壺 （図２１－１０）

１点 出土 してい る。 ロクロ成形 であ り、肩部が多少張 ってい る。外面体下半部 にヘ ラケズ リ、底面

に はヘラナデが施 されてお り、焼成 は良 くない。 その形状か ら、須恵器長 頸壺 を模倣 して作 られた も

の と推定 され る。

（４） 土堝 （図１９－１７）

１点出土 している。 ロクロ使 用であ り、内外面 にヘラナデが施 されて いる。体部 は直線的 に立 ち上

が り、口縁部付近で外反す る。
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(5) 羽釜 ( ? )（図38－14）

   1点出土している。ロクロ使用であり、浪岡町山元(2)遺跡等、前田野目台地周辺の他の遺跡の出土

 例と比べ、かなり小型である。非実用的な、祭器の類である可能性が考えられる。

(6) 鉢 ( ? )（図19－13、図38－14）

   2点出土している。図38－14はロクロ使用であり、鉢状の全体形が想定されるが、土堝の可能性も

 ある。図19－13はロクロ不使用のもので、口縁部と体部の区別が全くない、小ぶりな甕状の器形を呈

 する。内外面にヘラナデ及び輪積痕を有する。

(7) 把手付片口土器（図22－ 1）

  把手付片口土器が１点出土している。把手部分は、平成 5年度の県教育庁文化課による試掘調査の

 際に出土したものが、本調査で出土した本体部分に接合できたものである。把手は中空であり、外面

 をヘラケズリで面とりすることによって、断面が隅丸方形になるように調整されている。本体の把手

 接合部分付近には、しっかり接合するためにヘラナデ調整が施されている。把手接合部分からほぼ左

 90°の本体口唇部には、指で片口が作り出されている。この、把手付土器に片口が作り出される事例は、

 浪岡町源常平遺跡及び常盤村水木館遺跡の出土遺物に求めることができる。本体部分は全体的に、本

 来の坏よりは重厚なつくりではあるが、「ロクロ使用で回転糸切痕の底面をもつ坏」に似た形状を呈す

 る。鰺ヶ沢町杢沢遺跡、蓬田村蓬田大館遺跡及び木造町石上神社遺跡等の出土例の本体部分が、いず

 れも「ロクロ不使用の小ぶりな甕」に似た形状を呈するのと比べると、かなり趣を異にする。

(8) 小型土器（図12－ 8、図38－ 2）

  器高4.6㎝以下の、甕の形態をもつものが2点出土している。

(9) 器種不明のもの（図38－13、図39－ 5）

  ロクロ使用で高台をもつ底部が2点出土している。図39－ 5 は高台内に菊花状調整痕（菊花文）を

 有する。須恵器を模倣した壺、または鉢状の全体形が想定される。

  土師器の年代は、古いものでは9世紀代と思われるもの、新しいものでは11世紀代に含まれるもの

 もあるようであるが、全体的には10世紀代のものが主体をなしていると思われる。土師器の年代観に

 ついては、今後の資料の増加と研究の成果に期待する部分が大きい。                （相澤  治）

   2  須恵器

  本遺跡から出土した須恵器の出土量は段ボール箱で約２箱分である。遺構内からの出土は土師器と

 比べるとかなり少なく、特に第 1号竪穴住居跡からは多くの土師器片に混じり、小片 3片のみの出土

 であった。また、胎土分析の結果、他地域からの搬入品と判定されたものが比較的多かった（第Ⅵ章

第２節「須恵器・土師器の蛍光Ｘ線分析」)。全体の中の一部分の試料の分析とはいえ、これは、本遺

 跡で集落が営まれていた時期と近在の五所川原窯跡群が操業されていた時期、そして当時の物資の流

 通を考える場合に留意すべき結果であろう。

  出土した須恵器の器種としては、坏・鉢・壺（長頸壺・短頸壺を含む)・甕・大甕等がある。

(1) 坏

  遺構内からの出土はごく少数である。すべてロクロ成形で、底部の切り離しについては、確認でき



た ものはすべて回転糸切 痕 を有す る。全体形 が把握 で きた ものの器形 は、器高がやや高 く（５㎝以上）

内湾気味 に立 ち上が る もので、形状 と大 きさだ けで見 ると、本遺跡 出土 の土師器 との間に大差 は認め

られない。 また、 口縁部 に若干 の くびれを有す る ものが見 られ る。

高台 をもつ ものが １点 出土 してい る。 （図３０－１１）

（２） 鉢 （図３０－１０・図３９－１６）

２点出土 してい る。図３０－１０は体部 か ら内湾気味 に立 ち上が って きた 口縁部 で、全体形 は厚手の ボー

ル状 の ものが想定 され る。 口唇部 に は凹みが つけ られ ている。図３９－１６も口縁部 であるが、薄手で直

線的 に立ち上が り、上端付近 で若干外反気味 になる点が前者 と異 なる。 口唇部 に沈線が １条巡 る。

（３） 壺

須恵器の出土量全体 の中で は比較 的割合が大 きいが、 ほ とん ど破片資料で あるため、長頸壺 と短頸

壺 の区別がつか なか った ものが大半 を占め る。 すべてロクロ成形で あ り、体 部か ら底部 にか けての外

面 にヘ ラナ デが施 されてい るものが多い。

図２０－ ７は全体 的 に歪 んだ長 頸壺であ る。 自然釉 のかか り具合か ら、焼成の際 に横転 していた可能

性が ある。 またその際の ものか、外面 に他 の焼成 品か窯体が付着 した痕跡や剥落が見 られ る。頸部 に

刻書 「×」 を もつ。胎土分析 の結果で は、地元五所川原窯跡群産 の可能性 あ りと判定 されてい る。

図２８－１４の長頸壺 も、外面 に図２０－ ７と同様 に付着物 が ドーナツ状 に見 られ、頸部 に刻書 「　」 を

もつ。 その他、図１９－ ６も頸部 に刻書 「　」 をもつ長 頸壺の破片 である。

図２２－ ４・５、図２８－ ９、図３０－１２は、頸部 と体部 の境 に隆起 が １条巡 る長頸壺の破片であ る。

図２８－ ８と図３９－１５は短頸壺 の口縁部で ある。

（４） 甕 （図２２－ ３）

１点出土 している。体部 は若干内湾気味 に立 ち上が り、 口縁部 は 「く」 の字状 に外反す る。 また、

外面 には口縁部 に ヨコナデ と体部 にヘ ラケズ リ、内面 にはヘ ラナデが施 されている。土師器 甕 を模倣

して作 られた須 恵器甕 と考 え られ る。胎土分析 の結果で は太平洋側 か らの搬入 品 と判定 されている。

（５） 大甕

遺構内外か ら少量 出土 している。 ほ とん どが体部 の破片で、全体形 を把握 で きる ものはなか った。

外面 には格子状 叩 き目と平行 叩 き目を もつ ものが見 られ る。内面 にはヘ ラナデの他、平行、鳥足状 当

て具痕 を もつ ものが若干見 られ る。

図２０－ ６は酸化焔焼成 の体部 で、分析 の結果、地元五所川原窯跡群産 の可能性 あ りと判定 された。

図２９－１５、図３０－１３は口縁部 であ り、前者 は酸化焔焼成で ある。

（相澤 治）

３ 擦 文 土 器 （図 ３０－ ９）

擦文土器 は平安時代 に北海道 を中心 として青森 県に も分布 する土器で ある。本遺跡 で も第１１号溝跡

覆土 中 よ り４片が 出土 し、接合 して １個の深鉢形土器 の口縁部 となった。 口縁部 は緩 く外反 し、器厚

は約 ６㎜ と擦文土器 としては薄手で、胎土 ・焼 成共 に良好 であ る。文様 は、 口縁部 に ４条 の横走沈線

を施 し、頸部 に は ３本単位 の幅広 の連続鋸歯状 文が巡 る。横走沈線 の施文後、横方向 に ミガキを加 え

て段状 に仕上 げてい る。 そのために口唇部 はシャープであ る。鋸歯状文 は器 の右側か ら左側 に向か っ

－ ７２ －



て施 されてい る。鋸歯状文 の中央 には １条 または ３条の縦 沈線 が付加 されている。更 に、横走沈線 と

鋸歯状文 との境 目に、先 の尖 った棒状 工具 による刺突文 を巡 らしてい る。刺突文 は、 １カ所 だ け縦方

向に も施 されている。以上 の ような特徴 を持つ土器 は、擦文 土器 の中で も最終末 の もの とされている

（石附編年 の第Ⅵ期）。北海道 では、奥尻島青苗貝塚、松 前町札前遺跡 、同町原 口館遺跡 ３類、乙部町

小茂 内遺跡等 で出土 してお り、主 な分布 範囲 は渡 島半 島西南部 と奥尻 島地方で ある。一方、青森 県で

は碇 ヶ関村古舘遺跡、木造町石上神社遺跡等 に類例 が見 られる。年代 につ いて は、札前遺跡 で擦文時

代最終末 の土器 を伴 う住居跡群 が、１０世紀前半 に降下 した白頭 山火 山灰 を切 って構築 されている こと

か ら、１０世紀後半以 降 とい うことが判 明 している。 その終末 は諸説が あるが、１２世紀後葉 あた りにも

とめる ものが有力であ る。尚、本遺跡 の資料 は札前遺跡資料 と酷似 してお り、北海道 か らの搬入品 と

して も良 さそうだが、胎土分析 の結果か らは青森県か秋 田県産で あろう との結果 が出ている。

（赤羽 真由美）

４ 木 製 品 （図 ４１－ ４～ ８）

本遺跡 で は、各種 の木製品及 び、加工痕 のあ る木材 が出土 した。 内訳 は、下駄状木製品 １点、箸状

木製 品 ２点、管形木製品 １点、杭 ５点、腰板 ２点、棒 （軸）状木製 品 ４点、樹皮 １点、薄板材 ７点、

板材１０点、角材 ５点で ある。下駄 （図４１－ ４） は長 さ２３㎝で、鼻緒孔が ２箇所 に観察 され る。前壺 は

前歯 の外側の ほぼ中央部 に、後 壺 は後歯 の前 にある。歯部 の断面形 は台形で あるが、後歯 の後 ろ側 は

なだ らか にな っていて、段 を形成 しない。樹種 は ヒノキであった。管形木製品 （図４１－７）とした もの

は用途が不明であ る。何 か を巻 き付 けるための ものか、側面 の両端部 を残 して中央部 を少 し削 ってい

る。形状 は現代 の ミシン糸巻 に よ く似 ている。樹 種 は広葉樹で あった。杭 は第 １１号溝 中の土橋状 の高

ま りに沿って ３本 が底面 に突 き刺 さった状態で確認 され た。いずれ も樹皮 に覆 われ たま まの自然木 で

先端 を削 り出 している。腰板 は、 ８点検出 された中の ２点 を図示 した。 図１３－６は厚 さ ６㎝程であ る。

下端 を斜 めに切裁 している。壁溝 に 「打ち込 む」 ために切裁 した ものか。薄板材、板材、角材 は、第

１４号溝及 び第 １・７・１０・１１号溝の覆土か ら出土 した ものであ る。板状 ・角状 に切裁 されてい るが部

材 らしき加工が施 されて いる もの は認 め られない。 出土 した遺構か ら、 これ らの木製 品 は平安時代の

もの と考 え られ る。 （赤羽 真 由美）

５ 陶 磁 器

遺構 内外 か らデス ク トレイ約半分 ほ どの陶磁 器が出土 してい る。近 ・現代 の ものを除 くと江戸 時代

の肥 前 ・唐津 の ものが大半 を占め、瀬戸 の ものが それ に若干混 じる。

図３４－ ４は、第 １７号溝跡 の底面か ら出土 した肥 前染付碗 の口縁部破片 であ り、本遺構 の時期 を決定

す る貴重 な遺物で ある。

また、図３２－ ２は、第１１号溝 跡の覆土 か ら出土 した１２～ １３世紀 の中国製 白磁 碗の体部破 片である。

多 くの土師器や須恵器、木製品等 に混 じって出土 した ものであ り、図３０－ ９の擦文土器 と同様 に、第

１１号溝跡 の、溝 として機能 していた時期 を考 える上 で重要 な資料で ある。

（相澤 治）

－ ７３ －



第Ⅵ章 自然科学的分析

第 １節 火山灰の蛍光Ｘ線分析

奈良教育大学 三 辻 利 一

（１） はじめに

青森 県下の遺跡 の平安時代 の地層 には白頭山火山灰、十和 田 ａ火 山灰 の ２種 の火山灰が堆積 してい

る。両者 が同 じ遺跡 に堆積 している場合 には白頭山火山灰が必 ず上位火 山灰 であ り、十和 田 ａ火 山灰

は下位火 山灰 である。

この うち、十和 田 ａ火山灰 の降下年代 は桑略記 の記述か ら、西暦９１５年 と考 えられてい るが、白頭 山

火山灰 について はこれ までの ところ、降下年代 は不明であ る。十和 田 ａ火 山灰 の降下 よ りも遅 れるが

１０世紀代前半 と推定 され ている。 したが って、両火山灰 を境 に して分布 する土器 に年代観 を与 える上

で、両火 山灰 の同定 は必要で ある。遺跡 には必ず しも、両火 山灰 は堆積 してお らず、いずれか一方 の

火山灰 しか堆積 していない場合 には、当然、火山灰 の同定 が必要 になる。本報告で は実吉遺跡 か ら検

出 された火 山灰 の蛍光 Ｘ線分析の結果 について報 告 をす る。

（２） 分析結果

分析値 は表２６にま とめ られてい る。全分析値 は岩 石標準試料 ＪＧ－ １による標準化値 で示 されてい

る。 データ解析 は標準化値 を使 った分析 図上 で十分 可能 であ る。

はじめに、Ｎａの分析値 をみる と、№ ３の試料 は０．２８９と低 く、他 の試料 の分析値 はすべて、１．０を越

える。一般 に、花 崗岩類 で はこの値 は１．０を越 える。しか し、その上 に分布す る土壌で はこの分析値 は

減少 す る。 さ らに、粘土試料 にな る と、 この値 はさらに減少 し、全国 どこの粘土 を分析 して も、 その

値 は０．５以下 である。このこ とか ら、Ｎａ因子 は風化の指標 にな ると考 えられる。白頭山火 山灰や十和田

ａ火 山灰 で も通常、 この値 は１．０を越 える。しか し、風化 された り、周辺 の土壌 に汚染 され ると、この

値 は減少 する。 その場合 には必ず、他の因子 も影響 を受 けている。

図４２に は主成分元素で あるＫ，Ｃａの分布図 を示す。№ １、 ２、 ４、 ５、 ６の ５点の試料 は白頭山領

域 に分布 するが、前述 した風化汚染 をうけた№ ３は白頭 山領域 に も、十和田 ａ領域 にも対応 しないこ

とがわか る。図４３には微量元素 のＲｂ、Ｓｒの分布 図 を示す。や はり、 ５点 の試料 は白頭 山領域 に対応す

るものの、№ ３は これ ら５点の試料 とは全 く異な るところに分布す る。

以上 の結果、№ １、 ２、 ４、 ５、 ６、の ５点 の試料 は白頭 山火 山灰 と推定 され る。№ ３はＮａ因子 を

み る限 り、火 山灰 とはい い難い。

－ ７４ －
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第 ２節 須恵器 ・土師器の蛍光Ｘ線分析

奈良教育大学 三 辻 利 一

（１） はじめに

元素分析 に よる土器 の胎土研究 はＫ、Ｃａ、Ｒｂ、Ｓｒの ４元素 を中心 に進 め られて きた。青森 県内の遺

跡出土須恵器 については地元、五所川原窯群産 か、 それ とも、県外 か らの搬入品で あるかが まず、問

題 とな る。次 いで、 県外 の何処 の製品かが問題 とな る。他 方、土 師器 については、 これ ら ４元素 か ら

みて、 １遺跡 か ら出土す る土師器胎土 を分類 す るこ とか らはじまる。 そ して、分類 された土 師器胎土

と同 じ胎土 をもつ土師器が どの遺跡か ら出土す るかが問題 とな る。 同 じ胎土 を もつ土師器か ら遺跡 を

つないでい こうとい う訳で ある。 その他、器種 と胎土 との関係 も問題 となる。

本報 告で は、実吉遺跡か ら出土 した須恵器 と土師器 の蛍光 Ｘ線分析 の結果 について報告す る。

（２） 分析結果

全分析値 は表２７に まとめ られて いる。 はじめに、Ｆｅ因子 で五所川原窯群の須恵器 を選別 する。五所

川原窯群 の製 品に はＦｅ量が多 い という特徴があ る。標準化値 に して３．０程度以上の分析値 を もつ。この

点 を考慮 す ると、表２７よ り、№ １、 ２、 ３、 ５、 ７の ５点の須 恵器 は五所川原窯産 の可能性 はな くな

る。ここで、Ｋ、Ｃａ、Ｒｂ、Ｓｒの ４因子 について五所川原領域 に対応 させてみ よう。図４４にはＫ－Ｃａ分

析図 を示 す。№ １、 ７、 ８、１０の ４点 は五所川原領域 をずれ る。また、図４５に はＲｂ－Ｓｒ分析 図 を示す。

この図で は№ １、 ２、 ７、 ８、 ９、１０の ６点 が五所川原領域 をずれ る。両分布図 を比較 す ると、№ １、

７と№ ８、 ９、 １０はそれ ぞれ、 よ くま とまって分布 してい ることがわかる。 そ こで、表２７を点検 する

と、 これ らはそれぞれ、全因子で類似 しているこ とがわか る。 したが って、№ １と№ ７は同一産地 の

製品であ り、 また、№ ８、 ９、１０の ３点 も別の同一産 地の製 品であ る。仮 に、 これ らをＡ、 Ｂ群 とす

る と、Ａ、 Ｂ群 とも両分布図 にお ける分布位置か ら、岩手 ・宮城 県産 の須恵器で ある可能性 が高 い。

この うち、Ａ群 はＦｅ量が少 な く、 Ｂ群 は五所川原窯群 の製品 と同 じ くらいのＦｅ量 を含む。№ ３、 ５は

図４４・４５で は五所川原領域 に分布す る ものの、Ｆｅ因子で は五所 川原群 に は対応 しない。 この ２点 も県

外か らの搬入 品 と推定 され る。 そ うす る と、残 りの№ ４、 ６、１１の ３点が全因子で一応、五所川原領

域で対応す ることにな り、五所川原窯群産 の可能性 をもつ ことにな る。№ ３と№ ５も全因子 で類似 し

ている。 これ ら ２点 にはＫ、Ｒｂ量 が多い。 日本海側 の地域 の製品 とみ られ る。 これをＣ群 とす る。

この結果、実吉遺跡 出土須恵器胎土 には ４種類 あ ることがわかった。五所川原窯群 産 と推定 され る

もの と、太平洋側 の製 品 と推定 され るＡ、 Ｂ群 と、 日本海側 の製 品 とされる Ｃ群で ある。

次 に、土 師器 の分析結果 につい て説明す る。図４６に はＫ－Ｃａ分布図、図４７に はＲｂ－Ｓｒ分布 図 を示 す。

両図 を比較 す る とクラスター分析 をす るまで もな く、あ る程度分類で きる。Ｋ、Ｒｂ量が多い ａ群 と、

Ｋ，Ｒｂ量が よ り少ない ｂ群 の ２群 に分 かれる ことは容易 にわか る。残 りの№２７、２９、３５、３６、４０の ５

点 も １群 を形成 しそ うである。これ を ｃ群 とした。 この分類 結果 を再確認 す るために、図４８にはＮａ因

子 を比較 して ある。ａ、ｂ、ｃ群 はそれ ぞれ まとまる ことがわか る。ａ群 は ｂ群 に比 べてＮａ量が多い。

ｃ群 は ａ、 ｂ両群 の中間 のＮａ量 であ る。 こうして、Ｋ、Ｃａ、Ｒｂ、Ｓｒ、Ｎａの ５因子か ら、 ａ、 ｂ、 ｃ

－ ７６ －
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 の3群に分類できることがわかる。この分類結果は表27の分類欄にまとめられている。№12の擦文土

 器はａ群領域に分布する。ａ群領域は比較的、Ｋ、Ｒb量が高い。北海道産の土器が分布する領域では

 ない。したがって、№12は北海道産の土器であるかどうか疑わしい。比較的、Ｋ、Ｒb量が多いａ、ｃ

 群は青森県産か、秋田県産の可能性がある。ｂ群の土師器は搬入品の可能性がある。
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　第 3節　　木製品の樹種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

  実吉遺跡では、発掘調査により縄文時代・平安時代・江戸時代の遺構・遺物が検出されている。沖

積地に位置するため、木製品も多数出土している。本報告では、平安時代の溝跡から出土した木製品

および自然堤防上に位置する竪穴住居跡から出土した炭化材の樹種を明らかにし、過去の用材選択に

関する資料を得る。

 1 .試料

　試料は、出土した木製品など19点（試料番号１～19）である。このうち、 2点（試料番号 1、 2 ）

は炭化材であった。試料の多くは、現地にて樹種同定用の小片を採取したが、3点(試料番号4、 5 、

18)については木製品から直接切片を採取する。各試料の詳細は、樹種同定結果と共に表28に記した。

 2 .方法

  採取した小片は、剃刀の刃を用いて木口 (横断面)・柾目（放射断面)・板目 (接線断面) の 3断面

の徒手切片を作成した。試料番号では4、 5 は、ＰＥＧ処理されていたため、切片を作成する部分につ

いて少量の水でＰＥＧを溶かして切片を作成した。なお、切片は、針葉樹であることが肉眼で確認でき

たため、針葉樹の同定で最も重要な柾目面のみ切片を作成した。また、試料番号18も肉眼で針葉樹と

判断できた。試料は完形であったが、 2つに割れた断面が柾目面だったので、断面から切片を作成し

た。これらの切片は、ガム・クロラール (抱水クロラール、アラビアゴム粉末、グリセリン、蒸留水

の混合液）で封入し、プレパラートを作成する。作成したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定

する。

  炭化材は、3断面の割断面を作成し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴

を観察し、種類を同定する。

 3 .結果

  樹種同定結果を表28に示す。試料番号19は保存状況が良好でないために、木材組織の観察がほとん

ど行えず、種類については不明である。しかし、広葉樹の特徴である道管が認められたため、広葉樹

と表記した。その他の試料は、針葉樹3種類(スギ近似種・アスナロ属・ヒノキ科)、広葉樹3種類(ク

リ・モクレン属・トネリコ属）に同定された。各種類の解剖学的特徴などを以下に記す。

・スギ近似種（cf. Ｃryptomeria    japonica  (Ｌ.  f . )  Ｄ. Ｄon)       スギ科

  試料は小片であるため、仮道管の早材部への移行は不明。しかし年輪を挾んだ部分の観察で晩材部

の幅が比較的広いことが推定される。樹脂細胞はほぼ晩材部に限って認められる。放射組織は柔細胞

のみで構成され、柔細胞壁は滑らか、分野壁孔はスギ型。放射組織は単列、１～15細胞高。

  以上の特徴からスギと考えられるが、充分な観察が行えず近似種とした。



・アスナ ロ （Ｔｈｕｊｏｐｓｉｓ ｄｏｌａｂｒａｔａ Ｓｉｅｂ．ｅｔ Ｚｕｃｃ） ヒノキ科 アスナロ属

仮道管の早材部 か ら晩材部 への移行 はやや急で、晩材部の幅 は狭 い。 晩材部付近 に樹脂細胞が認 め

られ る。放射組織 は柔細 胞 のみで構成 され、柔細 胞壁 は滑 らか、分野壁 孔 は小 型でスギ型～ ヒノキ型、

１分野 に ２～ ５個 。放射組織 は単列 、１５細胞高。

・ヒノキ科 （Ｃｕｐｒｅｓｓａｃｅａｅ）

仮道管 の早材部か ら晩材部 への移行 はやや急で、晩材部 の幅 は狭 い。晩材部付近 に樹脂細胞が認 め

られ る。放射組織 は柔細胞壁のみで構成 され、分野壁 孔 はスギ型～ ヒノキ型であ る。

以上 の特徴 か ら、上記 アスナ ロの可能性 があ るが、種類 の同定 に至 らず ヒノキ科 とした。

・ク リ （Ｃａｓｔａｎｅａ ｃｒｅｎａｔａ Ｓｉｅｂ．ｅｔ．Ｚｕｃｃ．） ブナ科 ク リ属

環孔材 で孔圏部 は １～ ４列、孔圏外で急激 に管径 を減 じたのち、漸減 しなが ら火炎状 に配列す る。

道管 は単穿孔 を有 し、壁孔 は交互 に配列す る。放射組織 は同性 、単列 、 １～ １５細胞高。柔組織 は周囲

状お よび短接線状 。

・モ クレン属 （Ｍ ａｇｎｏｌｉａ） モク レン科

散孔材で管壁厚 は中庸～薄 く、横 断面 で は角張 った楕 円形～多角形、単独お よび ２～ ４個が放射方

向に複合す る。道管 は単穿孔 を有 し、壁孔 は階段状～対列状 に配列、放射組織 との間で は網 目状～階

段状 となる。放射組織 は異性 Ⅱ型、 １～ ２細胞幅 、 １～４０細胞高。

・トネ リコ属 （Ｆｒａｘｉｎｕｓ） モクセイ科

環 孔材 で孔圏部 は ２～ ３列、孔圏外で急激 に管径 を減 じたのち漸減す る。道壁管 は厚 く、横 断面 で

は円形～楕 円形、単独 または ２個が複合、複合部 はさらに厚 くな る。道管 は単穿孔 を有 し、壁孔 は小

型で密 に交互状 に配列す る。放射組織 は同性 （～異性 Ⅲ型）、 １～ ３細胞幅 、 １～４０細胞高で あるが２０

細胞高前後の ものが多い。

４．考察

木製 品は板材や角材が多い。 また、下駄 や箸等 も基本的 には板材や角材 と同様 の加工 を施す製品 と

いえ る。樹種 は、針葉樹 の アスナ ロが多 く認 め られ、他 に針葉樹 の ヒノキ科 ・スギ近似種、広葉樹の

ク リ ・トネ リコ属が使用 されてい る。針葉樹材 は、木材組織 の特徴か ら、広葉樹 に比較 して材質が均

質で ある。 また、木理 も通直で あるた め、板状 や角材状 の加工 が比較的容易 である。今回の結果 は、

その ような針葉樹材 の特徴 を生か した用材選択 とい える。同様 の例 は、稲垣村久米川遺 跡の調査結果

（パ リノ ・サーヴ ェイ株式会社，１９９４；嶋倉，１９９４） に も見 るこ とがで きる。 アスナ ロが多い点 につ

いては、本地域 周辺 で はアスナロが現在で も多 く見 られ るこ とか ら、地域 的な植生 を反映 した結果 と

考 え られ る。ク リや トネ リコ属 について は、年輪 を利用す るこ とで板材 への加工 が比較的容易で あ り、

アスナロ と同様 に木材 の特徴 を生 か した用材選択 を行 っていた可能性 があ る。

住居構築材 と考 えられ る炭化材 は トネ リコ属 とモクレ ン属で あった。周辺地域 で は、黒石市板留(2)

遺跡 、浪 岡町 山本遺跡 などで、平安 時代 の住居構築材 について樹種 を明 らか にした例 があ る （嶋倉，

１９８０，１９８７）。それ らの結果で は、ク リや カツラが比較 的多いが、全体で ５種類が認 め られている。ま

た、住居 に よって種類構成が異 なるが、多 くの場合 ２種類以上 が確認 され ている。 これ らの結果 は、

今回得 られた結果 とも調和的で ある。 また、多 くの住 居跡 で クリを主 としている こと、本遺跡 か ら出

－ ８０ －
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土した木製品にクリが認められること等を考慮すると、本住居跡でもクリを住居構築材として利用し

ていた可能性がある。

  住居構築材の用材については関東地方の調査結果から周辺植生を反映していることが指摘されてい

る（高橋・植木，1994）。このことを考慮すれば、遺跡周辺には落葉広葉樹を主とする植生が見られた

可能性がある。



第 ４節 種実同定

パ リノ ・サーヴ ェイ株式会社

はじめ に

実吉遺跡 は五所川原市南部 の水 田地帯 に立地す る。本遺跡 は、縄文時代、平安 時代 、江戸時代の各

期 にわた ってい るが中心 になるのは平安時代 の遺構 であ る。今 回の調査 は、平安 時代 の第 １号井戸跡

埋積物 よ り検 出された種実 の同定 を行 い、当時の植生 に関す る情報 を得 る ことを目的 とする。

１．試料

試料 は、第 １号井戸跡埋積物下部 に相当す る１６層 よ り下部層準 について水洗選別 によ り得 られ た植

物遺体であ る。 この中には多数 の種実遺体 が入 ってお り、個数 は１４５個確認 された。

２．方法

試料 を双 眼実体顕微鏡下で観察 し、 その形態的特徴 か ら種類 を同定す る。

３．結果

試料中 に認 め られた１４５個 の種実 は、全 て同一種類 であ る。種実遺体 は黒色で、大 きさが ２㎜程度、

側面観 は紡錘形 を示 し、偏平で ある。表面 は薄 くて堅 く、ざ らついている。 また、先端 には柱頭が残

存 し２つ に分 かれてい る。 このよ うな特徴か ら黒色 の種 実 はタデ属 （ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ ｓｐ．）に同定 される。

それ以外の試料 は花被状 の薄 い ものが百個以上み られ る。 この花被状 の物体 は、黒色 の種 実遺体 に一

部残存 し、表面 を被 っている花被が類似す るこ とか ら、中の種 実が抜 け落 ちた ものか、あ るい は未熟

で種実が発達 していないかのいずれかで ある と考 えられ る。

４．考察

第 １号井戸跡埋積物下部 よ り出土 した種実 は全て タデ属 であった。 タデ属 には、人里 な ど開けた と

ころを好むいわゆ る 「人里植物」 に含 まれ る種 を多 く含んでい る。今 回検 出され た種 実 も遺跡 内に生

育 していた ものに起 因する と思 われ る。普通で は残 りに くい花被 の部分が残存 して いるところをみる

と、種実の移動 は少 な く、第 １号井戸跡 の近傍 に存在 した可能性 が高い。 また、同定 された種 類が一

種類で あった ことは、井戸埋積物下部 の堆積が短期間 に起 こった ことを示 している可能性 がある。 そ

うだ とすれ ば、タデ属 の種実が形成 され る季節が埋積物 の堆積 した季節 を反映 して いることになる。

このよ うな井戸 内堆積物 の季節性 については、辻 （１９８４）が指摘 してお り、植物遺体群集 の詳細 な層

位 的変化 を促 えることが効果的 としている。今回の調査で は一 層準 のみの検討 であったが、今後 の調

査 では層位的変化 を検討 するな ど、遺跡 内の環境復元 に応 用 してい きたい と考 える。

引用文献

辻 誠一郎 （１９８４）Ⅰ － ２．井戸 内堆積物 の季節性．「古文化財 の 自然科学的研究」， ｐ４９２－４９３．
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　第 5節　学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1996年3月 6日

青森県埋蔵文化財調査センター

阿部五十夫    殿

  1955年12月18日受領しました試料についての年代測定の結果を下記の通りご報告致します。

  なお年代値の算出には14Ｃの半減期としてＬＩＢＢＹの半減期5570年を使用しています。また付記した

誤差はβ線の計数値の標準偏差σにもとづいて算出した年数で、標準偏差 (ＯＮＥ  ＳＩＧＭＡ) に相当す

る年代です。また試料のβ線計数率と自然計数率の差が 2 σ以下のときは、3 σに相当する年代を下限

の年代順値（Ｂ．Ｐ．） として表示してあります。また試料のβ線計数率と現在の標準炭素（ＭＯＤＥＲＮ

ＳＴＡＮＤＡＲＤ  ＣＡＲＢＯＮ)についての計数率との差が2 σ以下のときには、Ｍｏｄｅｒｎ表示し、δ14Ｃ％

を付記してあります。

                                            記

Ｃｏｄｅ  №       試料                                                年代(1950年よりの年数)

ＧａＫ－19143    木炭  ｆｒｏｍ     青森県五所川原市  実吉遺跡           840  ±  80

                № 1                                               Ａ.Ｄ．1110

ＧａＫ－19144    木炭  ｆｒｏｍ     青森県五所川原市  実吉遺跡          1180  ±  80

                № 2                                               Ａ.Ｄ.  770

ＧａＫ－19145    木炭  ｆｒｏｍ     青森県五所川原市  実吉遺跡          1370  ±  80

                № 3                                               Ａ.Ｄ.  580

ＧａＫ－19146    木炭  ｆｒｏｍ     青森県五所川原市  実吉遺跡          1090  ±  80

                № 4                                               Ａ.Ｄ.  860

ＧａＫ－19147    木炭  ｆｒｏｍ     青森県五所川原市  実吉遺跡           840  ±  80

                № 5                                               Ａ.Ｄ. 1110

                                                                        以上

                                                                           木  越  邦  彦
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  第 6 節   天然アスファルト状物質の分析

                                       石油公団・石油開発技術センター     横  山  ゆ  か  り

試料          実吉遺跡  天然アスファルト状物質             1試料

分析方法      ジクロロメタン抽出、アスファルテン除去後、カラムクロマトグラフィーで飽和炭化

              水素、芳香族炭化水素、その他の成分に分離した。

分析結果      各成分量は以下の通り。（    ）は逆算して求めたもの。



－ 85 －

飽和炭化水素、芳香族炭化水素、その他のフラクションのＩＲスペクトルを図49～図

51に示す。

ピーク帰属は以下の通り。

各フラクションともＣＨ 2 とＣＨ3によるピークが強く、芳香族炭化水素とその他の

フラクションでも芳香環によるピークはそれほど強くない。

赤坂田遺跡（岩手県）の芳香族炭化水素フラクションは、芳香環によるピークが強く

アルキル鎖長も飽和炭化水素フラクションのｎ－アルカンに比べかなり短い。

しかし、実吉遺跡の場合、芳香環によるピークは弱く、ｎ－アルカンとアルキル側鎖

の平均鎖長はＣＨ 2 とＣＨ 3のピーク強度から見てそれほど変わらない。(わずかにア

ルキル側鎖のほうが短いがメチル基も存在する）。

実吉遺跡の芳香族炭化水素はベンゼン環にｎ－アルカンと同程度のアルキル基やメチ

ル基を二重換（おそらくオルト、パラ位縮合環も含まれる） 以上でもっている構造と

推定される。

さらに、飽和炭化水素フラクションのＧＣ側定を行いｎ－アルカンの分布を確認した。

ガスクロマトグラム（図52・表29）から、飽和炭化水素のｎ－アルカンは炭素数が16

程度から43以上で、Ｃ33からＣ40のものが多いことが分かる。

以上から、実吉遺跡の天然アスファルト状物質は、岩手県赤坂田遺跡の天然アスファ

ルトとは異なる構造であることが分かった。

                                                                       以上
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第Ⅶ章 まとめ

１ 遺 跡の立地

本遺跡 は、五所川原市 の南部、十川か ら東 に約 １㎞離 れた標 高１４ｍの津軽平野上 の水田地帯 の中に

位置 してい る。 そのす ぐ東 に は梵珠 山系 に連 なる前田野 目台地 が迫 るが、 この台地 の周辺に は、五所

川原窯跡群 を はじめ として、本遺跡 と同 じ く平成 ７年度発掘調査が実施 され た隈無（２）遺跡 や隠川（３）・

（４）遺 跡等、平安時代 の遺跡が数多 く立地 して いる。

２ 検 出遺構

縄 文時代 の遺構 は、土坑 １基、溝状 ピッ ト１基が検 出 された。

平安 時代 の遺構 は、竪穴住居跡 ３軒 、土坑２１基 、溝跡２１条、井戸跡 １基が検 出 された。

江戸時代以降 の遺構 は、溝跡 １条が検 出 された。

時期不明 の遺構 は、小 ピッ トが１０８基検 出 された。

３ 出土遺物

縄文時代 の遺物 は、縄文土器 （前期～晩期）段 ボール箱約 ４箱分、土製品 （土偶 の脚部？） １点、

石器 （石匙、敲磨器、石皿） ３点が出土 した。

平安時代 の遺物 は、土器 （土師器 ・須恵器 ・擦文土器）段 ボール箱約１４箱 分、石製 品 （砥石） ４点、

木製 品 （下駄 ・箸 ・板 等）段 ボール箱約 ４箱分、鉄製品 （鍬先） １点が出土 した。

中世 の遺物 は、 白磁 （碗 、１２～ １３世紀、 中国産） １片が 出土 した。

江戸時代か ら近代 にか けての遺物 は、陶磁器 （肥前 ・瀬戸等） デス ク トレイ約 １箱分 と銭貨の破片

が若干出土 した。

時期不明の遺物 は、アス ファル ト状物質 １点が出土 した。

４ まとめ

調査区域 の土層 を くまな く観察 した結果、 その北西側 は、縄文 時代 晩期 か ら十川 の氾濫 を幾度 か経

て、平安時代 に も湿地 （氾濫時 は川床）で あったこ とが判 明 した。そ して、 それよ りも南東側 の、湿地

（また は川床 ）か らさほ ど離 れていない自然堤防上 に、当時の人 々が集落 を営 んで いた と思われ る。

本遺 跡の調査 で は、調査 区域 の大半が削平 を受 けていた ことか ら、元々 の地形及び多 くの遺構 の本

来 もっていた性格 を把握す るまで には至 らなか った。 しか し、当時 のほ とん どの構築物 は、 ２条 の幅

広 い溝 に区画 され、囲 まれ るように配置 され ていた と推定 され る。さ らに、その内の北西側 の １条 は、

あたか も湿地 と自然堤防 を区画す るように調査 区域外 まで伸 びていた。

水 田地帯 の中に立地す る本遺跡の調査 にあたって は、周辺 の水 田か らの湧水や雨水の対策 に追われ

る毎 日であったが、 この立地条件 が、低湿地 に面 した焼失家屋 の貴重 な検出例 、及 び相 当数 の木製品

の出土 を もたら した とも言 える。出土遺物 や重複 関係 か ら、 この焼失家屋 と、前出の幅 広い溝及び そ

れに付属す る溝の構 築時期 には多少 の差 が認 め られ、古 い住居跡が新 しい溝の構築 に よって切 られて

－ ９１ －



い る状況が うかが える。 また、溝 どうしの構築時期 に も同様 に多少の差 が認 め られ る場合があ る。 こ

れが当時 の水辺 に住む人々の、十 川の氾濫 やその他 の害か ら居住区域 を守 るための行為 なのか、あ る

い は十川沿 いに開拓 され広が ってゆ く耕地 への計画的 な水路構築 の一環なのか、確証 を得 るには及 ば

なかった。 しか し同時 に、 これ は当時の人 々が、時 には自然 に対抗 しつつ もあ くまで自然 とともに水

辺 に生活 を営 んで行 こう とす る姿勢 をもっていた証 しとも言 えるので はないだ ろうか。いずれ にせ よ、

本遺跡 の調査 の成果が、津軽 平野 に展開 しだ した当初 の集落で の生活状 況及び他地域 との交流 を理解

す る上 での一助 となれ ば幸いで ある。

最後 に、 この発掘調査の準備 ・実施 か ら出土遺物 の整理、発掘調査報告書の作成 に至 るまで、 じつ

に多 くの方々か らご協力 ・ご教示 をいただいた。 と くに暑 い最 中、木陰 もない広大な水 田の中で我々

の手 とな り足 となって働いて くだ さった作 業員の方々、い ろい ろな面で便宜 をはか って くださった五

所川原教育委員会及 び地元五所川原の方々 に対 し、職員 を代 表 して、心か ら感謝申 し上 げ る次第 です。

（相澤 治、赤羽 真 由美）
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